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iii

はじめに
本書はJobCenterのJDFフォーマットについて説明しています。

本書の内容は将来、予告なしに変更する場合があります。あらかじめご了承下さい。
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1. 凡例
本書内での凡例を紹介します。

気をつけて読んでいただきたい内容です。

本文中の補足説明

注 本文中につけた注の説明
__ UNIX版のインストール画面の説明では、__部分(下線部分)はキーボードから

の入力を示します。
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2. 関連マニュアル
JobCenter に関するマニュアルです。JobCenter メディア内に格納されています。

最新のマニュアルは、JobCenter 製品サイトのダウンロードのページを参照してください。

http://www.nec.co.jp/middle/WebSAM/products/JobCenter/download.html

資料名 概要
JobCenter インストールガイド JobCenterを新規にインストール、またはバー

ジョンアップする場合の方法について説明して
います。

JobCenter クイックスタート編 初めてJobCenterをお使いになる方を対象
に、JobCenterの基本的な機能と一通りの操作
を説明しています。

JobCenter 基本操作ガイド JobCenterの基本機能、操作方法について説明
しています。

JobCenter 環境構築ガイド JobCenterを利用するために必要な環境の構
築、環境の移行や他製品との連携などの各種設
定方法について説明しています。

JobCenter NQS機能利用の手引き JobCenterの基盤であるNQSの機能を
JobCenterから利用する方法について説明して
います。

JobCenter 操作・実行ログ機能利用の手引き JobCenter CL/Winからの操作ログ、ジョブ
ネットワーク実行ログ取得機能および設定方法
について説明しています。

JobCenter コマンドリファレンス GUIと同様にジョブネットワークの投入、実行
状況の参照などをコマンドラインから行うため
に、JobCenterで用意されているコマンドにつ
いて説明しています。

JobCenter クラスタ機能利用の手引き クラスタシステムでJobCenterを操作するため
の連携方法について説明しています。

JobCenter Helper機能利用の手引き Excelを用いたJobCenterの効率的な運用をサ
ポートするJobCenter　Definition　Helper (定
義情報のメンテナンス)、JobCenter　Report
　Helper (帳票作成)、JobCenter　Analysis
　Helper (性能分析)の3つの機能について説明
しています。

JobCenter SAP機能利用の手引き JobCenterをSAPと連携させるための方法につ
いて説明しています。

JobCenter UCXSingleジョブ利用ガイド JobCenterをUCXSingleと連携させるための方
法について説明しています。

JobCenter WebOTX Batch Server連携機能利用
の手引き

JobCenterをWebOTX Batch Serverと連携させ
るための方法について説明しています。

JobCenter Web機能利用の手引き Webブラウザ上でジョブ監視を行うことができ
るJobCenter CL/Webについて説明していま
す。

JobCenter テキスト定義機能の利用手引き ジョブネットワークやスケジュール、カレン
ダ、カスタムジョブテンプレートを、テキスト
ファイルを使って定義する方法を説明していま
す。

JobCenter R13.1 リリースメモ バージョン固有の情報を記載しています。
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3. 改版履歴
版数 変更日付 項目 形式 変更内容
1 2012/07/31 新規作成 － 第1版
2 2012/09/07 修正 － 「3.1.24 カスタムジョブ」および6

章 「customjob_templateフォーマッ
トタイプ」 を追加

3 2012/09/18 修正 － 「3.1.14 ジョブネットワーク待ち合
わせ」

サブジョブネットワーク待ち合わせを
ジョブネットワーク待ち合わせに名称
変更

4 2012/10/05 版改訂 － R13.1.1リリースに伴い版改訂
5 2012/12/21 版改訂 － R13.1.2リリースに伴い版改訂
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第1章 はじめに
本書はJobCenterのテキスト定義機能について説明したドキュメントです。
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1.1. はじめに
テキスト定義機能はJobCenterの定義(ジョブネットワーク、スケジュール、カレンダ、カスタム
ジョブテンプレート)をテキストファイルで作成、登録を可能にする機能です。テキストファイル
は後述するJDF(JobCenter Definition Format)形式で定義の記述を行います。 テキスト定義機能
の利用の基本的な流れは以下のとおりです。

1. JDF形式で記述されたテキストファイルを作成する

2. 作成されたテキストファイルをjdh_convコマンドでJobCener MGに登録可能なJPF形式へ変換
を行う

3. 作成したJPFファイルをJobCenter CL/Winもしくはjdh_uploadコマンドを用いて、JobCenter
MGへ登録を行う

また、JobCenter CL/Winを用いてダウンロードしたJPFフォーマットやDefiniton Helperを用い
て作成した定義情報のJPFファイルをjdh_convコマンドを用いて、JDF形式に変換することも可能
です。

JobCenter MGからのJPFファイルダウンロードおよび、JobCenter MGへのJPFファイルアップ
ロードについては、 <基本操作ガイド>の9章 「アップロード・ダウンロード機能」 を参照してく
ださい。
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1.2. 用語一覧
テキスト定義機能で共通で使用する用語について一覧を記載します。

用語 説明
JDF(JobCenter Definition
Format)

JobCenterで定義情報(ジョブネットワーク、スケジュール、カ
レンダ、カスタムジョブテンプレート)をテキスト形式で定義す
るためのフォーマットです。

JPF(JobCenter Portable
Format)

JobCenterの定義情報、構成情報等のJobCenterに関する情報を
扱うバイナリフォーマットです。

jdh_convコマンド JobCenterに付属するJDF形式をJPF形式にまたはその逆変換を
行うコマンドです。

JobCenter Definition Helper JobCenterの定義情報をExcelで定義できる製品です。テキスト
定義機能はDefinition HelperのExcelで定義できることをテキス
トファイルでできるようにしたものです。従ってパラメータの
記載方法等共通する部分が多くあります。

ダウンロード JobCenter MGからJobCenter定義情報をJPFファイル形式でリ
モート取得する機能を指します。CL/Winおよびjdh_download
コマンドを用いてダウンロード可能です。

アップロード JobCenter MGへJPFファイル形式の定義情報をリモートから格
納・反映する機能を指します。CL/Winおよびjdh_uploadコマン
ドを用いてアップロード可能です。
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第2章 JDF形式の基礎
本章では各種のJDF形式に共通する基本的な文法について説明します。
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2.1. 概要
JDF形式はテキスト形式であり、JDFファイルの文字コードはUTF-8になります。また、改行コー
ドはCRLFになります。ファイル先頭にBOM(Byte Order Mark)は必要ありません。また、JDFでは
英字の大文字、小文字は区別されます。ファイル名や拡張子には規則はありませんが、本マニュ
アルではJDF形式のファイルは".jdf"の拡張子をつけて表現します。

JDF形式は内部的にさらに後述する5種類のフォーマットタイプに分類されますが、本章では全種
類に共通する形式について説明します。

JDFの編集にはUTF-8の文字コードで保存可能なテキストエディタをご使用ください。

Windowsのメモ帳はUTF-8で保存するとBOMがつくので使用しないでください。ま
た、他のエディタでもUTF-8で保存したときにBOMを付加するものは使用しないでく
ださい。
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2.2. JDF形式の詳細規則
JDF形式のファイルの詳細な記述規則を以下に記載します。

表2.1 JDF形式の詳細規則

項番 JDFの記述規則 例
1 JDFファイルはヘッダセクションとボディセクショ

ンからなる。ヘッダセクションとボディセクション
はセクションセパレータ("%%%")で区切られる。

[JDF]

[HeaderSection]
%%%
[BodySection]

2 ヘッダセクションはひとつのオブジェクトからな
る。

[HeaderSection]

[Object]
3 ボディセクションは複数のオブジェクトから構成さ

れる。オブジェクトはオブジェクトセパレータ
("---")で区切られる。

[BodySection]

[Object]
---
[Object]
---
and more...

4 オブジェクトは改行で区切られた複数のパラメータ
から構成される。

[Object]

[Parameter]
[Parameter]
and more...

5 パラメータはキーとバリューから構成され、キーと
バリューは等号(=)で区切られている。キーと等号
もしくは等号とバリューの間にはスペースが入って
いてもよい。

[Parameter]

[Key] = [Value]

6 キーは英数字と次の記号(-_@!$)のみで構成され
る。

[key]

abc_ABC_123
7 バリューはダブルクォーテーション(")で囲まれた印

字可能な文字で構成される。ダブルクォーテーショ
ン自体はバリューには記述できない。(後述するエス
ケープシーケンスを使えばダブルクォーテーション
を表現可能)

[Value]

"サンプル"

8 コメントは"#"以降がコメントとみなされる。コメン
トは行先頭からコメントにすることもできるし、パ
ラメータの最後にも付加できる。ただし、バリュー
の中の"#"は文字として扱われ、コメントとはならな
い。コメントや空白はJPF形式に変換される際に削
除される。

Comment

#これはコメントです
key = "value" #行の最後もOK

9 空行(改行のみの行)、および空白(TabとSpaceのみ)
の行、コメントのみの行は単に無視され、JPF形式
に変換される際に削除される。

10 ヘッダにはタイプとバージョンが必要になる。現在
のJDFのバージョンは1.0のみである。タイプについ
ては後述する。

version="1.0"
type="jnw"
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項番 JDFの記述規則 例
11 JDFの1行の最大バイト数は8Kバイトである。ただ

し、個別のパラメータで独自に制限がある場合はそ
れが優先する。
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2.3. JDFのタイプについて
JDFにはさらに5種類のフォーマットタイプがあり、タイプに応じて定義可能なキーとバリューが
異なります。フォーマットタイプは必ずJDFのヘッダセクションで指定する必要があります。ひと
つのファイルに複数のタイプを混在させることはできません。

表2.2 JDFのフォーマットタイプ

フォーマットタイプ 説明
jnw ジョブネットワーク定義を作成するためのフォーマットです。

詳細は 3章 「jnwフォーマットタイプ」  を参照してください。
sched スケジュール定義を作成するためのフォーマットです。詳細は

4章 「schedフォーマットタイプ」  を参照してください。
wkcal カレンダ定義を作成するためのフォーマットです。詳細は 5章

「wkcalフォーマットタイプ」  を参照してください。
customjob_template カスタムジョブテンプレート定義を作成するためのフォーマッ

トです。詳細は 6章 「customjob_templateフォーマットタイ
プ」  を参照してください。

operation 定義の操作を指定するフォーマットです。詳細は7章
「operationフォーマットタイプ」 を参照してください。
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2.4. バリュー内のエスケープシーケンス
バリュー内で入力できない記号のために以下のエスケープシーケンスが定められています。エス
ケープシーケンスを解釈するかどうかは各フォーマットタイプやパラメータによって異なりま
す。

記号 意味
\n 改行(UnixではLF,WindowsではCRLF)
\w ダブルクォーテーション(")
\q シングルクォーテーション(')
\b バックスラッシュ(\)
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2.5. JPFバージョン
JDFファイルからJPFファイルへ変換は「8.1 jdh_conv」コマンドを用いて行います。このとき
JPFバージョンを指定することで過去バージョンと互換性のあるJPFファイルを作成することがで
きます。JPFバージョンとJobCenter MG/SVとの対応関係は以下のとおりです。

表2.3 JPFバージョンの対応関係

JPFバージョン 対応JobCenter MG/SVバージョン
Definition 1.0 JobCenter MG/SV R12.8.2
Definition 2.0 JobCenter MG/SV R12.9
Definition 3.0 JobCenter MG/SV R12.10
Definition 4.0 JobCenter MG/SV R13.1

JPFバージョンの意味は以下のとおりです。

■R12.8.2のJobCenterから定義をダウンロードするとDefinition 1.0のJPFファイルになりま
す。R12.9のJobCenterから定義をダウンロードするとDefinition 2.0のJPFファイルになりま
す。

■JPFバージョンが古いJobCenterサーバに新しいJPFバージョンのJPFをアップロードできませ
ん。例えば、Definiton 1.0をサポートしている12.8.2のサーバにDefiniton 2.0や3.0のJPF
ファイルはアップロードできません。

■JPFバージョンが新しいJobCenterサーバに古いJPFバージョンのJPFをアップロードすること
ができます。例えば、Definiton 3.0をサポートしている12.10のサーバにDefiniton 1.0や2.0
のJPFファイルをアップロードすることができます。

■JPFバージョンによって、ジョブネットワークや部品に定義できるパラメータが異なります。詳
細は以降の章の「互換性」の部分を確認してください。

■JPFバージョンはJDFのヘッダセクションに指定するバージョンとは異なります。

■現行のjdh_convでは互換性のチェックは行っていません。JPFバージョンに応じ
て、正しいパラメータを定義する必要があります。
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2.6. JDFのサンプル
以下はJDFの最低限の文法に従った架空の"test_format"のサンプルです。 正規のフォーマットは
各種フォーマットタイプの章を参照してください。

#以下はJDFの最低限の文法に従った架空の"test_format"のサンプルです。
version="1.0"
type="test_format"
%%%
a1="テスト"
a2= "tete"
a3　=  "update" #等号の間に空白もOK
---
#moheを作成
b1 ="toto"
b2 ="toto"
b3 ="nn \n \" test \n" #エスケープシーケンス
---
  #空行やコメントのみの行は無視される

c1="soso"
c2=""
#c3 = "nini"
#c4="nini"
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第3章 jnwフォーマットタイプ
本章ではJDFフォーマットのjnwフォーマットタイプについて説明します。
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3.1. jnwフォーマットタイプについて
jnwフォーマットタイプは、ジョブネットワーク定義を作成するためのフォーマットです。ヘッダ
セクションのtypeパラメータには"jnw"を指定します。jnwフォーマットは以下のように
JobCenterの１部品に対して、１オブジェクトを割り当てます。また各部品のタイプによって設定
できるパラメータが異なります。

単位ジョブ1個を配置したジョブネットワークの記述例

type="JNW"
id="1"
name="jnw1"
---
type="UJOB"
id="2"
name="JOB1"
pre_parts="1"

パラメータが必須と記載されているものは必ず指定する必要があります。パラメータが必須かど
うかは部品ごとに異なります。またパラメータによっては他のパラメータの設定によって必須か
どうかが変わるものもありますが、詳細は各パラメータの設定を確認してください。

パラメータは必須となっているもの以外は省略が可能です。省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。また、パラメータのバリューを空("")にした
場合も省略されたと解釈されて、デフォルト値が適用されます。

部品の記載順番は動作には影響なく、pre_partsパラメータ等で指定する依存関係のみがJNW定義
の構成を決めます。また、部品内のパラメータの記載順序も動作には影響ありません。

テキスト定義機能ではCL/Winから設定可能な部品のデフォルトパラメータの設定の影
響は受けません。省略可能な部品のパラメータが省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。

以下に説明する各部品パラメータの定義条件は下記表の通りです。

定義条件 説明
フォーマット 指定された入力形式に従って定義してください。
設定範囲 範囲内のパラメータを選択して定義してください。
文字制限 この制限に当てはまる文字、文字列を指定できません。

デフォルト値

省略可能なパラメータのデフォルト値です。「なし」になっているもの
はJobCenterとして指定しなくても動作可能なものか、空欄として指定
されて意味あるものになります。必須なパラメータにはデフォルト値は
ありません。

互換性

パラメータがサポートされたJPFバージョンが記載しています。例とし
て「Definition 2.0以降」となっている場合はそのパラメータは
「Definition 2.0」以降のバージョンのJPFで使用可能です。互換性の記
載がないものは「Definition 1.0」からサポートされています。

3.1.1. IDと種別

ジョブネットワークを作成するためにはジョブネットワーク、およびジョブネットワーク中に配
置する部品を一意に識別するためのIDと部品の種別を決定する必要があります。IDと種別で設定
できる値は次の通りです。
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■ID

ファイルで一意な部品のIDを指定します。本パラメータは全部品で必須です。

▪ キー

id

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

■種別

部品の種別を指定します。本パラメータは全部品で必須です。

▪ キー

type

▪ バリュー

• 設定範囲

項目名 説明
JNW ジョブネットワーク
UJOB 単位ジョブ
CALB カレンダ分岐
CONDB 条件分岐
PARAB 並列分岐
ORB OR分岐
DIA ダイアログ
CONT コンティニュー
SJNW サブジョブネットワーク
WJOB ジョブ待ち
WSJNW サブジョブ待ち
WTIME 時刻待ち
WFILE ファイル待ち
EVTSND イベント送信
EVTRCV イベント受信
WOBSJOB WebOTX BSジョブ
UCXSJOB UCXSingleジョブ
ERPJOB SAP ERPジョブ
BIJOB SAP BIジョブ
PCJOB SAP PCジョブ
CUSTOMJOB カスタムジョブ

3.1.2. 部品共通設定
部品の種別に関わらず共通で設定する項目として「名前」と「部品の関連」があります。
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「名前」は各部品の名前を決定するために使用します。「部品の関連」はジョブネットワーク内
での順序関係、分岐部品を利用した分岐を決定するために使用し、「先行部品」「分岐ID」「分
岐数」の三種類の設定を行います。

それぞれの設定可能なパラメータは次の通りです。

■名前

部品の名前を指定します。

▪ キー

name

▪ バリュー

• 設定が必須な部品種別

• ジョブネットワーク

• 単位ジョブ部品

• サブジョブネットワーク部品

• ダイアログ部品

• イベント送信部品

• イベント受信部品

• WebOTX BSジョブ部品

• UCXSingleジョブ部品

• ERPジョブ部品

• BIジョブ部品

• PCジョブ部品

• カスタムジョブ部品

• 文字制限

1. 最大バイト数は40バイトです。

2. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

■部品の関連-先行部品

先行部品のIDを指定します。JNWの先頭の部品は先行部品としてJNWを指定します。JNWは先
行部品を指定しません。本パラメータはJNW以外は必須パラメータです。

▪ キー

pre_parts

▪ バリュー
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• 設定範囲

0-999999

■部品の関連-分岐ID

先行部品が分岐部品の場合に、どの枝に接続するか指定します。分岐IDが0の場合は、先行の分
岐部品自体を先行部品とみなします。先行部品が分岐部品の場合は必須パラメータです。

▪ キー

branch_id

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

■部品の関連-分岐数

分岐部品の場合に、分岐数を設定します。分岐部品(CONDB,ORB,CALB,PARAB)では必須パラ
メータです。

▪ キー

branch_num

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

3.1.3. ジョブネットワークを新規作成する
テキスト定義機能を使ってジョブネットワークを新規に作成するには、フローの依存関係を手動
で定義する必要があります。このため、あらかじめフローの完成図を想定し、それを元に順に依
存関係を定義していくことを推奨します。

ここでは以下のようなジョブネットワークをテキスト定義機能で定義する場合の例を説明しま
す。

図3.1 サンプルジョブネットワーク
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使用する部品の種別と名前は以下の通りです。

部品名 説明 種別
jnw1 ジョブネットワーク JNW
JOB1 単位ジョブ UJOB
(なし) 並列分岐 PARAB
JOB2 ERPジョブ ERPJOB
DIA1 ダイアログ部品 DIA
jnw2 サブジョブネットワーク SJNW
(なし) ファイル待合 WFILE
JOB3 プロセスチェーン・ジョブ PCJOB
(なし) 条件分岐 CONDB
(なし) コンティニュー部品 CONT
send1 イベント送信部品 EVTSND

以下の説明では設定例として、その手順で新しく設定したセルを水色で表示します。

1. id(ID)、type(種別)、name(名前)、pre_parts(先行部品)、分岐ID(branch_id)、分岐数
(branch_num)を以下のように記述します。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1
30 PARAB
40 ERPJOB JOB2
50 DIA DIA1
60 SJNW jnw2
70 WFILE
80 PCJOB JOB3
90 CONDB

100 CONT
110 EVTSND send1

2. フローの先頭は単位ジョブJOB1なので、id=20(JOB1)の先行部品(pre_parts)として
id=10(jnw1)を指定します。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB
40 ERPJOB JOB2
50 DIA DIA1
60 SJNW jnw2
70 WFILE
80 PCJOB JOB3
90 CONDB
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id type name pre_parts branch_id branch_num
100 CONT
110 EVTSND send1

3. 単位ジョブJOB1の後ろには並列分岐部品を配置するので、id=30(並列分岐)の先行部品に
id=20(JOB1)を指定します。またこの並列分岐は3つの分岐をもつので、分岐数(branch_num)
に3を指定します。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2
50 DIA DIA1
60 SJNW jnw2
70 WFILE
80 PCJOB JOB3
90 CONDB

100 CONT
110 EVTSND send1

4. 並列分岐の各分岐の先頭には、それぞれ単位ジョブJOB2、サブジョブネットワークjnw2、
ファイル待合部品を配置します。これら3つの部品の先行部品には全てid=30(並列分岐)を指定
しますが、どの分岐に配置するかを指定するために分岐ID(branch_id)を指定します。分岐
ID(branch_id)は上から順に1,2,3,…と指定するので、それぞれ以下のように指定にします。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
50 DIA DIA1
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3
90 CONDB

100 CONT
110 EVTSND send1

5. ERPジョブJOB2の次にはダイアログ部品DIA1を配置するので、iD=50(DIA1)の先行部品
(pre_parts)としてiD=40(JOB2)を指定します。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
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id type name pre_parts branch_id branch_num
50 DIA DIA1 40
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3
90 CONDB

100 CONT
110 EVTSND send1

6. 並列分岐の後ろにはプロセスチェーン・ジョブJOB3を配置するので、id=80(JOB3)の先行部品
にid=30(並列分岐)を指定します。このとき分岐ID(branch_id)は指定しないようにします。

先行部品が分岐部品で分岐ID(branch_id)を指定していない場合、分岐したパスではなく分岐部
品全体の後ろに配置されます。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
50 DIA DIA1 40
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3 30
90 CONDB

100 CONT
110 EVTSND send1

7. プロセスチェーン・ジョブJOB3の後ろに条件分岐を配置するので、id=90(条件分岐)の先行部
品(pre_parts)にid=80(JOB3)を指定します。条件分岐は2つに分岐するので、分岐数
(branch_num)に2を指定します。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
50 DIA DIA1 40
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3 30
90 CONDB 80 2

100 CONT
110 EVTSND send1

8. 条件分岐の下パスにはコンティニュー部品を配置するので、id=100(コンティニュー部品)の先
行部品にid=90(条件分岐)を指定します。このとき分岐ID(branch_id)として2を指定します。
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id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
50 DIA DIA1 40
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3 30
90 CONDB 80 2

100 CONT 90 2
110 EVTSND send1

9. 条件分岐の後ろにイベント送信部品send1を配置するので、id=110(send1)の先行部品に
id=90(条件分岐)を指定します。このとき分岐ID(branch_id)は指定しません。

id type name pre_parts branch_id branch_num
10 JNW jnw1
20 UJOB JOB1 10
30 PARAB 20 3
40 ERPJOB JOB2 30 1
50 DIA DIA1 40
60 SJNW jnw2 30 2
70 WFILE 30 3
80 PCJOB JOB3 30
90 CONDB 80 2

100 CONT 90 2
110 EVTSND send1 90

以上でジョブネットワークの依存関係の定義は終了です。後は部品の種別に応じて必要なパラ
メータを追加する必要があります。部品ごとのパラメータの詳細はこの後の章で説明します。

以下に上記のジョブネットワークの依存関係のみのJDFサンプルを記載します。(依存関係以外の
パラメータは省略してあります)

id="10"
type="JNW"
name="jnw1"
---
id="20"
type="UJOB"
name="JOB1"
pre_parts="10"
---
id="30"
type="PARAB"
pre_parts="20"
branch_num="3"
---
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id="40"
type="ERPJOB"
name="JOB2"
pre_parts="30"
branch_id="1"
---
id="50"
type="DIA"
name="DIA1"
pre_parts="40"
---
id="60"
type="SJNW"
name="jnw2"
pre_parts="30"
branch_id="2"
---
id="70"
type="WFILE"
pre_parts="30"
---
id="80"
type="PCJOB"
name="JOB3"
pre_parts="30"
---
id="90"
type="CONDB"
pre_parts="80"
branch_num="2"
---
id="100"
type="CONT"
pre_parts="90"
branch_id="2"
---
id="110"
type="EVTSND"
name="send1"
pre_parts="90"

3.1.4. ジョブネットワーク

種別に「JNW」(ジョブネットワーク)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■所属グループ

ジョブネットワークの所属グループを指定します。グループに所属していない場合は本パラ
メータは不要です。フォーマットは以下のように「.」で始めてグループ階層を「.」で区切って
並べます。

▪ キー

group

▪ バリュー

• フォーマット
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.<group1>.<group2>.<group3>

• 文字制限

1. 最大バイト数は40バイトです。

2. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

• デフォルト値

なし

■コメント

ジョブネットワークにつけるコメントを指定します。トラッカ一覧に表示されます。

▪ キー

comment

▪ バリュー

• 最大バイト数は256バイトです。

• 文字制限

タブ、改行および以下の文字は使用できません。

^#$;()[]{}\|<>"&'

• デフォルト値

なし

■デフォルト投入キュー

このジョブネットワークに属する各ジョブを投入するキューを指定します。

▪ キー

queue

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。マシン名は必ず入れるようにしてください。

<キュー名>@<マシン名>

• 文字制限

• キュー名

1. 最大バイト数は15バイトです。



jnwフォーマットタイプ

23

2. 半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字を数字にすること
はできません。

• マシン名

1. 最大バイト数は63バイトです。

2. 数値のみの名前は使用できません。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• デフォルト値

なし

■エラー時の自動停止

ジョブネットワークを実行中にエラーが発生したときのジョブネットワークの動作を指定しま
す。

▪ キー

estop

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」 サブジョブネットワークとして実行されている場合は、その親ジョブネッ
トワークのパラメータに従います。それ以外は、ユーザ環境設定での設定に従います。

"stop" - 「停止」 エラー発生時にジョブネットワークを停止します。

"thru" - 「停止しない」 エラー発生時にジョブネットワークを停止しません。

"quit" - 「中断」 エラー発生時にジョブネットワークの実行を中断します。（後続のジョ
ブをスキップ状態にします。）

• デフォルト値

def

■スケジュール

ジョブネットワークを関連付けるスケジュールを指定します。

▪ キー

sched

▪ バリュー

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

2. スペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,./:;<=>?@[\]^`{|}~
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• デフォルト値

なし

■同時起動可能数-起動数

同時起動可能数にはジョブネットワークを同時に起動できる数を指定します。本パラメータを
指定しない場合には無制限になります。また、この設定はサブジョブネットワークには適用さ
れません。

▪ キー

run_limit

▪ バリュー

• 設定範囲

1-9999

• デフォルト値

なし(無制限)

■同時起動可能数-待ち状態

起動可能数を超えた場合の処理を設定します。

▪ キー

run_limit_wait

▪ バリュー

• 設定範囲

"wait" - 「予定」 制限数を超えた場合には実行中のジョブネットワークが終了するのを
待って実行します。複数のジョブネットワークが待ち合わせる場合は予定開始時刻の早い
ジョブネットワークが優先されます。この場合、トラッカの状態は「予定」になります。

"skip" - 「スキップ」 制限数を超えた場合にはその後に投入されるジョブネットワークの
実行は全てスキップされます。この場合、トラッカの状態は「スキップ」になります。

• デフォルト値

wait

■ERPジョブの自動スタート

ERPジョブは投入されるとSubmit 状態になりますが、この項目を”on”に設定するとSubmit状態
から自動的にrun 状態になります。”off”の場合、ERP ジョブを自動スタートしません。

▪ キー

erpautostart

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「既定」
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"on" - 「する」

"off" - 「しない」

• デフォルト値

def

■シミュレーション実行

この属性が設定されていた場合には、そのジョブネットワークは全てのジョブの実行時、予定
されているジョブスクリプトの代わりに、空のジョブ（スクリプト）を実行します。このパラ
メータが”on”に設定されている間は、全ての即時実行、カレンダ実行がシミュレーション実行
になります。

▪ キー

simula

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

• デフォルト値

off

■事前設定

ジョブネットワークを実行した時のジョブネットワークの状態を設定します。

▪ キー

initflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"hold" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」

"off" - 「オフ」

• デフォルト値

off

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag
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▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」 ジョブネットワークのパラメータの値（”時間”パラメータ）をジョブ
ネットワークの予想実行時間とします。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のジョブネットワークの実行実績から、ジョブネッ
トワーク全体の予想実行時間を算出します。

"cal" - 「下位累積」 正常終了した最近のジョブネットワーク内部のジョブあるいはサブ
ジョブネットワーク単位の予想実行時間から、ジョブネットワーク全体の予想実行時間を
算出します。ジョブネットワーク内部のジョブあるいはサブジョブネットワークの予想実
行時間は、それぞれの予想実行時間の設定方法に依存します。

• デフォルト値

cal

■予想実行時間-時間

指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagでsetを指定した場合は本パラメータは必須です。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" -「日」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブネットワークが終了しない場合に、統合監視サービスや
Windows イベントログに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません



jnwフォーマットタイプ

27

• デフォルト値

off

■終了予定時刻超過時

超過警告onの場合に、予想実行時間を過ぎてもジョブネットワークが終了しない時の動作を設
定します。超過警告をonにした場合、本パラメータは必須です。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」

• デフォルト値

def

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

• デフォルト値

off

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。クリティカルポイントがonの場合、本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」
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"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「start」または「both」
の場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「start」または「both」の場合には本パラメー
タは必須です。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻指定します。critpt_atが「end」または「both」の場
合には本パラメータは必須です。
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▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「end」または「both」の場合には本パラメータ
は必須です。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■環境変数

単位ジョブ実行時に付与される環境変数を設定することができます。環境変数は下記フォー
マットで「変数」「値」「コメント」を1行で記述します。複数の変数を設定したい場合は、パ
ラメータを複数行同じフォーマットで記述します。

▪ キー

envparam

▪ バリュー

• フォーマット

"'変数','値','コメント'"



jnwフォーマットタイプ

30

• サイズ制限

変数名の最大バイト数は51バイトです。

値の最大バイト数は256バイトです。

コメントの最大バイト数は256バイトです。

• エスケープシーケンス

コメントに改行を入れたい場合は以下のエスケープシーケンスを使用します。

\n - 改行 -(コメントのみ)

• 文字制限

タブ、スペース、改行および以下の文字は使用できません。

= #"'

• デフォルト値

なし

■メール設定-エラー時のメール送信

このジョブネットワークでエラー発生時にメールを送信するかどうかを設定します。

▪ キー

sendmail

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「する」

"off" - 「しない」

• デフォルト値

off

■メール設定-TO

メールの宛先アドレスを設定します。カンマ","で区切って、複数のアドレスを指定することが
できます。sendmailパラメータがonの場合は本パラメータは必須です。

▪ キー

mailto

▪ バリュー

• 文字制限

1. 1024バイトまで設定可能です。

2. ひとつのメールアドレスの最大長は250バイトです。

3. 複数のメールアドレスを設定する場合、64個以内で設定可能です。
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4. 2バイト文字、スペース、および以下の文字は使用できません。

' ( ) + : < >"

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■メール設定-CC

メールの宛先アドレスを設定します。カンマ","で区切って、複数のアドレスを指定することが
できます。

▪ キー

mailcc

▪ バリュー

• 文字制限

1. 1024バイトまで設定可能です。

2. ひとつのメールアドレスの最大長は250バイトです。

3. 複数のメールアドレスを設定する場合、64個以内で設定可能です。

4. 2バイト文字、スペース、改行および以下の文字は使用できません。

' ( ) + : < >"

• デフォルト値

なし

■メール設定-FROM

メールの送信元アドレスを設定します。sendmailパラメータがonの場合は本パラメータは必須
です。

▪ キー

mailfrom

▪ バリュー

• 文字制限

1. 250バイトまで設定可能です。

2. 2バイト文字、空白、および以下の文字は使用できません。

'( ) + : , < >"

• デフォルト値

なし

■メール設定-件名

送信するメールの件名を指定します。
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▪ キー

mailsubject

▪ バリュー

• 文字制限

1. 1024バイトまで設定可能です。

2. 以下の文字は使用できません。

' "

• デフォルト値

なし

■メール設定-本文

送信するメールの本文を指定します。

▪ キー

mailmsg

▪ バリュー

• エスケープシーケンス

以下のエスケープシーケンスを認識します。

改行 -> \n

\ -> \b

• 文字制限

1. 1024バイトまで設定可能です。

2. エスケープ対象文字および以下の文字は使用できません。

' "

• デフォルト値

なし

■メール設定-SMTPサーバ

SMTP サーバを指定します。SMTP サーバのホスト名、またはIP(v4)アドレスを指定してくださ
い。「エラー時のメール送信」で「する」を選択している場合、必ず指定してください。シス
テム環境設定「SMTPサーバ」において共通SMTPサーバを設定した場合には、本欄は無効で
す。sendmailパラメータがonの場合は本パラメータは必須です。

▪ キー

mailsmtpserver

▪ バリュー

• 文字制限
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1. 256バイトまで設定可能です。

2. スペース、タブ、半角カタカナ、全角文字、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■補正時刻

JNW個別の補正時刻を設定します。本項目はシステム環境設定で「ジョブネットワーク個別の
設定を行う」を設定した場合にのみ有効です。

▪ キー

basetime

▪ バリュー

• 設定範囲

①絶対時刻

00:00 ～ 23:59

②相対時刻

-23:59 ～ -00:00

• デフォルト値

00:00

3.1.5. 単位ジョブ

種別に「UJOB」(単位ジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■スクリプト

単位ジョブのスクリプトを記述します。

▪ キー

script

▪ バリュー

• 文字制限

改行、(")ダブルクォート、(\)円マーク(バックスラッシュ)を直接記述することはできませ
ん。これらを記述する際には下記のエスケープシーケンスを使用します。

• エスケープシーケンス

改行 -> \n

" -> \w

\ -> \b
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• スクリプトの最大バイト数は8Kバイトです。

• デフォルト値

なし

■投入キュー

ジョブを投入するキューを指定します。

▪ キー

queue

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。マシン名は必ず入れるようにしてください。

<キュー名>@<マシン名>

• キュー名

半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字を数字にすることは
できません。

最大バイト数は15バイトです。

• マシン名

1. 数値のみの名前は使用できません。

2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

3. 最大バイト数は63バイトです。

• デフォルト値

なし

■キュー内優先度

キュー内でのジョブの優先度を指定できます。値が大きいほど優先されます。

▪ キー

priority

▪ バリュー

• 設定範囲

0-63

• デフォルト値

なし

■ジョブ実行ユーザ
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ジョブを実行するユーザを指定します。本パラメータを無指定にした場合は、ジョブネット
ワークの所有者が実行するユーザになります。

▪ キー

exec_username

▪ バリュー

• 文字制限

スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % ( ) * , . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• デフォルト値

なし

■Unixパラメータ(プロセス単位)-ナイス値

Unixのナイス値を設定します。

▪ キー

niceval

▪ バリュー

• 設定範囲

-127-+127

• デフォルト値

なし

■Unixパラメータ(プロセス単位)-CPU時間

利用できるCPU時間を設定します。

▪ キー

pcpu_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-9999 "second"

0-9999 "minute"

0-9999 "hour"

0-9999 "day"
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• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-メモリサイズ

利用できるメモリサイズを設定します。

▪ キー

pmem_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-永久ファイルサイズ

利用できる永久ファイルサイズを設定します。

▪ キー

perm_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-データセグメントサイズ
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利用できるデータセグメントサイズを設定します。

▪ キー

dseg_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-スタックサイズ

利用できるスタックサイズを設定します。

▪ キー

sseg_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-コアファイルサイズ

出力可能なコアファイルサイズを設定します。

▪ キー

core_max
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▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■標準出力先

標準出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stdout

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値

なし

■標準エラー出力先

標準エラー出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stderr

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値
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なし

■変数継承

このジョブで指定した環境変数を次のジョブにどのように引き継ぐかを指定します。

▪ キー

exportv

▪ バリュー

• 設定範囲

"n" - 「OFF」

"o" - 「標準出力」

"e" - 「標準エラー出力」

• デフォルト値

n

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

• デフォルト値

off

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。critpt_warnがonの場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」
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• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「start」または「both」
の場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「start」または「both」の場合には本パラメー
タは必須です。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「end」または「both」の
場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeE



jnwフォーマットタイプ

41

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「end」または「both」の場合には本パラメータ
は必須です。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■スクリプト実行用シェルコマンド

バッチリクエストを実行するシェルを絶対パスで指定します。

▪ キー

shell

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は260バイトです。

以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,;<=>?@[]^`{|}~

• デフォルト値



jnwフォーマットタイプ

42

なし

■リスタート

システム再起動時にジョブが自動的に再実行されるかどうかを指定します。

▪ キー

restart

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値

on

■終了コード-正常終了コード値

正常終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

normal_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

• デフォルト値

なし

• 互換性

Definition 2.0以降

■終了コード-警告終了コード値

警告終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

warn_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255
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• 設定例

0

0,3

0,3-7,10

• デフォルト値

なし

• 互換性

Definition 2.0以降

■終了コード-警告終了コード開始値

警告終了の有無と、警告終了とみなす終了コードの開始値を指定します。この値より小さい数
値が正常終了とみなされます。この値は「エラー終了コード開始値」より、小さい値を設定す
る必要があります。警告終了を指定しない場合は本パラメータは不要です。

▪ キー

warncond

▪ バリュー

• 設定範囲

1-254

• デフォルト値

なし

• 互換性

Definition 2.0以降では、本パラメータではなくnormal_code,warn_codeパラメータをご
使用ください。normal_cond,warn_condと本パラメータの記述を混在させないでくださ
い。

■終了コード-エラー終了コード開始値

エラー終了とみなす終了コードの開始値を指定します。「警告終了コード開始値」を設定して
いる場合は、その値より大きい値を指定します。

▪ キー

errcond

▪ バリュー

• 設定範囲

0-254

• デフォルト値

なし

• 互換性
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Definition 2.0以降では、本パラメータではなくnormal_code,warn_codeパラメータをご
使用ください。normal_cond,warn_condと本パラメータの記述を混在させないでくださ
い。

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近の単位ジョブの実行実績を予想実行時間とします。

• デフォルト値

res

■予想実行時間-時間

指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagパラメータをsetにした場合、本パラメータは必須です。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■ジョブステップリスタート

マシンダウン時等にスクリプト内のチェックポイントで最後に通過した箇所からジョブを再実
行するかどうかを設定します。UNIX版のみ有効な機能です。

▪ キー

jsrflag

▪ バリュー

• 設定範囲
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"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値

off

■超過警告

予想実行時間を過ぎても単位ジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindows イベン
トログに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません

• デフォルト値

off

■終了予定時刻超過時

超過警告onの場合に、予想実行時間を過ぎても単位ジョブが終了しない時の動作を設定しま
す。etimewarnパラメータがonの場合に本パラメータは必須です。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「既定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの開始
後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold
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▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」

"off" - 「オフ」

• デフォルト値

off

3.1.6. カレンダ分岐
種別に「CALB」(カレンダ分岐)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■カレンダ名

分岐に使用するカレンダ名を設定します。本パラメータは必須です。

▪ キー

cal_name

▪ バリュー

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

2. 最大バイト数は128バイトです。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,./:;<=>?@[\]^`{|}~

3.1.7. 条件分岐
種別に「CONDB」(条件分岐)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■条件

条件分岐の各枝の条件値を設定します。条件は以下のフォーマットで分岐の数(brranch_num)
だけ記述します。最後は必ず'other'で終わります。本パラメータは必須です。

▪ キー

cond

▪ バリュー

• フォーマット

"'条件1','条件2','other'"

• 例

"'1','2','3-4','other'"



jnwフォーマットタイプ

47

3.1.8. 並列分岐
種別に「PARAB」(並列分岐)を選択した時に設定できるパラメータはありません。

3.1.9. OR分岐
種別に「ORB」(OR分岐)を選択した時に設定できるパラメータはありません。

3.1.10. ダイアログ
種別に「DIA」(ダイアログ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■メッセージ

ユーザに問い合わせるメッセージを指定します。

▪ キー

message

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は256バイトです。

タブ、改行および以下の文字は使用できません。

"#$();[\]{}

• デフォルト値

Waiting for reply ...

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」 ジョブネットワークのパラメータの値（”時間”パラメータ）をジョブ
ネットワークの予想実行時間とします。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のジョブネットワークの実行実績から、ジョブネッ
トワーク全体の予想実行時間を算出します。

• デフォルト値

res

■予想実行時間-時間

指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagパラメータでonを指定した場合、本パラメータは必須です。

▪ キー
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exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

3.1.11. コンティニュー

種別に「CONT」(コンティニュー)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■飛び先部品

ジョブネットワークのフロー上の飛び先を指定します。飛び先には、単位ジョブ／ダイアログ
／ERPジョブ／BIジョブ／PCジョブ／UCXSingleジョブ／WOBSジョブ/カスタムジョブの名前
を指定します。本パラメータは必須です。

▪ キー

destination

▪ バリュー

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

■最大繰り返し回数

繰り返した回数がこの回数を越えるとコンティニューは終了ステータスに設定した状態になり
ます。本パラメータは必須です。

▪ キー

repeatcnt

▪ バリュー

• 設定範囲

1-99999

■終了ステータス

最大繰り返し回数を越えた場合のステータスを指定します。本パラメータは必須です。
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▪ キー

finalstatus

▪ バリュー

• 設定範囲

"estop" - 「エラー停止」

"error" - 「エラー終了」

"done" - 「正常終了」

3.1.12. サブジョブネットワーク
種別に「SJNW」(サブジョブネットワーク)を選択した時に設定できるパラメータはありません。
サブジョブネットワークに指定するジョブネットワークはnameパラメータで指定します。

3.1.13. ジョブ待ち合わせ
種別に「WJOB」(ジョブ待ち合わせ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■待ち合わせ対象

ジョブ待ち合わせ対象部品の部品名を記述します。本パラメータは必須です。

▪ キー

target

▪ バリュー

• フォーマット

1. 同じ階層構造上のジョブネットワーク中の単位ジョブを待ち合わせる場合

最上位ジョブネットワーク名:サブジョブネットワーク名:...:対象単位ジョブ名

2. 他のジョブネットワーク及び他のユーザのジョブネットワーク中の単位ジョブを待ち合
わせる場合

:ユーザ名:最上位ジョブネットワーク名:サブジョブネットワーク名:...:対象単位ジョブ名

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

2. スペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/;<=>?@[\]^`{|}~

3.1.14. ジョブネットワーク待ち合わせ
種別に「WSJNW」(ジョブネットワーク待ち合わせ)を選択した時に設定できるパラメータは次の
通りです。

■待ち合わせ対象

待ち合わせるサブジョブネットワークの名前を記述します。本パラメータは必須です。
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▪ キー

target

▪ バリュー

• フォーマット

1. 同じ階層構造上のサブジョブネットワーク部品を待ち合わせる場合

最上位ジョブネットワーク名:サブジョブネットワーク名:...:対象サブジョブネットワー
ク名

2. 他のジョブネットワークや他ユーザのジョブネットワークを待ち合わせる場合

:ユーザ名:最上位ジョブネットワーク名:サブジョブネットワーク名:...:対象サブジョブ
ネットワーク名

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

3.1.15. 時刻待ち合わせ

種別に「WTIME」(時刻待ち合わせ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■日付(何日後)

待ち合せる時刻の日付を設定します。0日後から9日後まで選択することができます。

▪ キー

days

▪ バリュー

• 設定範囲

0-9

■時刻

待ち合せる時刻を設定します。実行を開始する時刻はジョブネットワークの開始予定時刻から
設定された日付の該当する時刻となります。

▪ キー

time

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59
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②相対時間

+00:00～+23:59

■未到達警報

時刻待ち合わせ部品で指定した時刻を過ぎても、その時刻待ち部品の実行が開始されていな
かった場合に、警報メッセージをイベントログに出力します。

▪ キー

not_reach

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「有効」

"off" - 「無効」

3.1.16. ファイル待ち合わせ

種別に「WFILE」(ファイル待ち合わせ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■他のサーバファイルを待つ-有効/無効

リモートサーバ上のファイルを待ち合わせるかを指定します。本パラメータは必須です。

▪ キー

external

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「有効」

"off" - 「無効」

■他のサーバファイルを待つ-ホスト名

リモートサーバのホスト名を指定します。externalパラメータをonにした場合に本パラメータ
は必須となります。

▪ キー

external_host

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は255バイトです。

スペース、タブ、半角カタカナ、全角文字、改行および以下の文字は使用できません。

!”#$%&’()*,/:;=<>?@[\]^`{|}~

■ディレクトリ名
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待ち合わせ対象が存在するディレクトリの絶対パス名を指定します。

▪ キー

dir_name

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は229バイトです。

タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!”#$%&’()*,;=<>?[]^}`{~

■待ち合わせ対象ファイル名またはディレクトリ名

待ち合わせ対象のファイル名またはディレクトリ名を指定します。

▪ キー

target_name

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は229バイトです。

タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!”#$%&’()*,/:;<=>?[\]^`{|}~

■一致条件

待ち合わせ対象ファイルに対する一致条件を指定します。待ち合わせ条件を満たすファイルが
複数存在する場合、待ち合わせ処理は更新時刻が最も新しいファイルに対して行います。

▪ キー

match_cond

▪ バリュー

• 設定範囲

"match" - 「一致する」

"contain" - 「を含む」

"begin" - 「から始まる」

■通過条件

待ち合わせを終了する条件を指定します。

▪ キー

pass_cond

▪ バリュー
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• 設定範囲

"e" - 「存在する」

"n" - 「存在しない」

"u" - 「更新」

■更新基準時刻

ここで指定した当日の時間以降にファイルの更新があった場合に通過します。pass_condパラ
メータで「u」を指定した場合、必須パラメータとなります。

▪ キー

update_base_time

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+99:59

■タイムアウト

ファイル待ち合わせタイムアウト時間を設定します。

▪ キー

timeout

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+99:59

■環境変数

待ち合わせ条件に一致した待ち合わせ対象ファイル名をJNWの環境変数として登録する際の環
境変数名を設定します。

▪ キー

envvar

▪ バリュー

• 文字制限
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最大バイト数は51バイトです。

スペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

= #"'

• 互換性

Definition 3.0以降

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のファイル待ちの実行実績を予想実行時間としま
す。

■予想実行時間-時間

指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagパラメータにsetを指定した場合に必須パラメータとなります。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

3.1.17. イベント送信

種別に「EVTSND」(イベント送信)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■送信先ホスト名

イベント送信先のホスト名を指定します。本パラメータは必須パラメータです。

▪ キー

hostname

▪ バリュー
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• 文字制限

1. 最大バイト数は255バイトです。

2. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字、および以下の文字は使用できませ
ん。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■イベントID

任意の送信するイベント識別子（ID）を指定します。本パラメータは必須パラメータです。

▪ キー

eventid

▪ バリュー

• 文字制限

1. 最大バイト数は100バイトです。

2. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

3. スペース、タブ、改行、および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■メッセージ

送信先に送るメッセージを指定します。

▪ キー

message

▪ バリュー

• 文字制限

1. 最大バイト数は40バイトです。

2. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■イベント送信範囲指定

単一：同じイベントIDでイベント待ち状態となった部品の内、最初に起動したものに対してイ
ベントを通知します。 すべて：同じイベントIDでイベント待ち状態となっている部品すべてに
イベントを通知します。

▪ キー

eventrange

▪ バリュー
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• 設定範囲

"only" - 「単一」

"all" - 「すべて」

■受信確認-確認の有無

onの場合、送信先でイベント受信が行われるまで待ち合わせを行います。指定した期間中に受
信されない場合、タイムアウトしエラー終了状態になります。 offの場合、送信先でのイベント
受信の有無にかかわらず、待ち合わせを行いません。

▪ キー

waitflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「確認を行う」

"off" - 「確認を行わない」

■受信確認-タイムアウト

受信の待ち合わせタイムアウト時間を設定します。 設定なしの場合は、無限に待ち合わせま
す。

▪ キー

waittime

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+99:59

■イベント有効期間-期間の設定

onの場合、イベントは送信先が起動するまで待ち合わせをします。送信先に該当するイベント
受信部品が起動していない場合、指定した時間までイベントの保持を行います。指定してある
時間内に該当するイベント受信部品が起動された場合、その時点でイベントの保持を終了しま
す。 offの場合、送信先が起動するまで待ち合わせをせず、送信先でイベントの保持を行いませ
ん。

▪ キー

holdflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"
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"off"

■イベント有効期間-タイムアウト

受信の待ち合わせタイムアウト時間を設定します。

▪ キー

holdtime

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+99:59

3.1.18. イベント受信
種別に「EVTRCV」(イベント受信)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■正常終了-終了コード

正常終了コードを設定します。

▪ キー

normal_exit_value

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

■正常終了-条件

正常終了する条件を設定します。本パラメータは複数記述でき、最低ひとつは必須です。

▪ キー

normal_cond

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下の通りです。イベントIDと一致条件は任意の回数、最大5回まで繰り返
すことができます。

ひとつの条件はかならず1行で書いてください。複数の条件を記載したい場合は、同じパラ
メータを複数行記述します。条件は最大10件まで記述可能です。

"'<条件名>','<送信元ホスト名>','<イベントID 1>','<一致条件 1>','<イベントID 2>','<一致
条件 2>', …"

• 設定項目



jnwフォーマットタイプ

58

1. 条件名

条件の名前です。文字制限は次のとおりです。

a. 最大40バイトです。

b. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

2. 送信元ホスト名

イベント送信元のホスト名を指定します。文字制限は以下のとおりです。

a. 最大バイト数は255バイトです。

b. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できませ
ん。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

3. イベントID

任意の受信するイベントの識別子（ID）を指定します。文字制限は以下のとおりです。

a. 最大バイト数は100バイトです。

b. 最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できません。

c. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

4. 一致条件

IDの合致条件としては"0"「から始まる」, "1"「を含む」, "2"「一致する」を選択するこ
とができます。

• 条件の例

条件名が「condition1」、送信元ホスト名が「test_host」でイベントIDが「id_01」でそ
の一致条件が「から始まる」、もう一つのイベントIDが「id_02」でその一致条件が「を含
む」の場合。

"'condition1','test_host','id_01','0',,'id_02','1'"

■異常終了-終了コード

異常終了コードを設定します。

▪ キー

error_exit_value

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

■異常終了-条件
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異常終了する条件を設定します。

▪ キー

error_cond

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下の通りです。イベントIDと一致条件は任意の回数、最大5回まで繰り返
すことができます。ひとつの条件はかならず1行で書いてください。複数の条件を指定した
い場合は、同じパラメータを複数行記述します。条件は最大10件まで記述可能です。

"'<条件名>','<送信元ホスト名>','<イベントID 1>','<一致条件 1>','<イベントID 2>','<一致
条件 2>', …"

• 設定項目

1. 条件名

条件の名前です。文字制限は次のとおりです。

a. 最大40バイトです。

b. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

2. 送信元ホスト名

イベント送信元のホスト名を指定します。文字制限は以下のとおりです。

a. 最大バイト数は255バイトです。

b. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できませ
ん。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

3. イベントID

任意の受信するイベントの識別子（ID）を指定します。文字制限は以下のとおりです。

a. 最大バイト数は100バイトです。

b. 最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できません。

c. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

4. 一致条件

IDの合致条件としては"0"「から始まる」, "1"「を含む」, "2"「一致する」を選択するこ
とができます。

• 条件の例
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条件名が「condition1」、送信元ホスト名が「test_host」でイベントIDが「id_01」でそ
の一致条件が「から始まる」、もう一つのイベントIDが「id_02」でその一致条件が「を含
む」の場合。

"'condition1','test_host','id_01','0',,'id_02','1'"

■受信タイムアウト-タイムアウトの有無

onの場合、イベントを受け付けるまでの待ち合わせをします。設定してある期間受信待ち合わ
せを行い受信できた場合には、正常終了状態になります。指定した期間中にイベントが受信で
きない場合、タイムアウトしエラー終了状態になります。

offの場合、イベントの即時受信を行います。受信できた場合も受信できなかった場合も正常終
了状態になります。

▪ キー

waitflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■受信タイムアウト-タイムアウト

待ち合わせするときのタイムアウト時間を設定します。設定なしの場合は、無限に待ち合わせ
ます。

▪ キー

waittime

▪ バリュー

• 設定範囲

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

■環境変数

受信したイベントメッセージをJNWの環境変数として登録する際の環境変数名を設定します。

▪ キー

envvar

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は51バイトです。
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スペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

= #"'

• 互換性

Definition 3.0以降

3.1.19. WebOTX BSジョブ
種別に「WOBSJOB」(WebOTX BSジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです
う。

■実行設定-投入キュー

WOBSジョブを投入するキューを指定します。

▪ キー

queue

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。マシン名は必ず入れるようにしてください。

<キュー名>@<マシン名>

• 文字制限

• キュー名

半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字を数字にすることは
できません。

• マシン名

1. 数値のみの名前は使用できません。

2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-キュー内優先度

キュー内でのWOBSジョブの優先度を指定できます。値が大きいほど優先されます。本パラメー
タを指定しない場合は、31が適用されます。

▪ キー

priority

▪ バリュー

• 設定範囲

0-63
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• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-ジョブ名

WebOTX Batch Server上のジョブ名を指定します。本設定は必須項目です。

ジョブ制御コマンドのオプション--jobnameに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_jobname

▪ バリュー

• 文字制限

タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < = > ? [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-バッチアプリケーション名

WebOTX Batch Server上のバッチアプリケーション名を指定します。

ジョブ制御コマンドのオプション--batchapに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_batchap

▪ バリュー

• 文字制限

タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < = > ? [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-バッチアプリケーショングループ名

WebOTX Batch Server上のバッチアプリケーショングループ名を指定します。

ジョブ制御コマンドのオプション--batchapgroupに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_batchapgroup

▪ バリュー

• 文字制限
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タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < = > ? [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-ユーザ名

バッチドメインエージェントに接続するアカウント名を指定します。本設定は必須項目です。

ジョブ制御コマンドのオプション--userに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_username

▪ バリュー

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-パスワード

ユーザ名のパスワードを指定します。本設定は必須項目です。

ジョブ制御コマンドのオプション--passwordに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_password

▪ バリュー

• 文字制限

インストールフォルダ配下の「bin\message_conv.exe」コマンドで得られるパスワードエ
ンコードされた文字列を指定します。message_conv.exeコマンドの使用法は以下の通りで
す。

message_conv.exe [-p password]

（出力例）-52:-58:-31:-57:-72:-93:-110:-77:-116:33:60:45:81:17:28:21:5:1

「-p」オプションを指定した場合、引数の文字列からエンコードされたパスワードを取得
できます。指定するパスワードの最大文字列長は128Bytesとなります。

「-p」オプションを指定しない場合、標準指定プロンプトに対してパスワード文字列を指
定することで、エンコードされたパスワードを取得できます。

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-ホスト名

接続先のWebOTX Batch Serverバッチドメインエージェントのホスト名またはIPアドレスを指
定します。

ジョブ制御コマンドのオプション--hostnameに渡す引数に相当します。
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▪ キー

jbs_hostname

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は255バイトです。

スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-ポート番号

接続先のWebOTX Batch Serverバッチドメインエージェントのポート番号を指定します。

ジョブ制御コマンドのオプション--portに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_port

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 65535

• 互換性

Definition 2.0以降

■実行設定-事前設定

WOBSジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの
開始後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」

"off" - 「オフ」

• 互換性

Definition 2.0以降

■ジョブパラメータ-プロパティ
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WOBSジョブの実行時に渡すパラメータの設定を行います。

▪ キー

jbs_parameters

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下の通りです。

条件全体を囲む(")ダブルクォーテーションも指定する必要があります。ひとつの条件は必
ず1行で書いてください。複数の条件を指定したい場合は、同じパラメータを複数行記述し
ます。

"'変数','値','説明'"

• 設定項目

1. 変数

プロパティキー名を指定します。

2. 値

プロパティ値を指定します。

3. 説明

プロパティの説明を記述します。

• 文字制限

変数名と変数値は合計1023Byte以内で設定してください

• 互換性

Definition 2.0以降

■ジョブパラメータ-ファイル名

ジョブパラメータをファイルを使用して指定する場合に設定します。

ファイルパスは実行サーバ上の絶対パスを指定してください。ジョブ制御コマンドのオプショ
ン--parametersfileに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_parametersfile

▪ バリュー

• 文字制限

タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < = > ? @ [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降
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■再実行/停止設定-停止モード

WOBSジョブを停止する時の停止方法を設定します。

この設定はジョブ制御コマンドで停止(stop-job)を実行する際に使用します。

▪ キー

jbs_stopmode

▪ バリュー

• 設定範囲

• transactional

実行中のトランザクションの完了を待ち合わせて停止します。ジョブ制御コマンドのオ
プション--transactionalに相当します。

• force

実行中のトランザクションをロールバックしてから停止します。ジョブ制御コマンドの
オプション--forceに相当します。

• 互換性

Definition 2.0以降

■再実行/停止設定-タイムアウト秒数

WOBSジョブ停止時のタイムアウト秒を設定します。

ジョブ制御コマンドのオプション--timeoutに相当します。

▪ キー

jbs_stoptimeout

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 2147483647

• 互換性

Definition 2.0以降

■再実行/停止設定-ジョブ再開ポイント

WOBSジョブを再実行した時の再開ポイントを設定します。

この設定はジョブ制御コマンドで再実行(start-job --restart)をする際に使用します。

▪ キー

jbs_restartpoint

▪ バリュー

• 設定範囲

1. JOB
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ジョブの初めからやり直します。ジョブ制御コマンドのオプション--type JOBに相当し
ます。

2. STEP

中断したステップの初めから処理をやり直します。ジョブ制御コマンドのオプション--
type STEPに相当します。

3. CHECKPOINT

チェックポイントから処理をやり直します。ジョブ制御コマンドのオプション--type
CHECKPOINTに相当します。

• 互換性

Definition 2.0以降

■結果設定-終了コード-正常終了コード値

正常終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも警告終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。

終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

例)1, 3, 5-10

▪ キー

normal_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 255

• 互換性

Definition 2.0以降

■結果設定-終了コード-警告終了コード値

警告終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定にしたがい、ジョブの実行結果の
判定をします。正常終了コードにも警告終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了と
なります。

終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

例)1, 3, 5-10

▪ キー

warn_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 255

• 互換性
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Definition 2.0以降

■結果設定-標準出力先

標準出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stdout

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < > ? [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■結果設定-標準エラー出力先

標準エラー出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stderr

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , ; < > ? [ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■結果設定-変数継承

このジョブで指定した環境変数を次のジョブにどのように引き継ぐかを指定します。

▪ キー

exportv

▪ バリュー

• 設定範囲

"n" - 「OFF」

"o" - 「標準出力」

"e" - 「標準エラー出力」

• 互換性



jnwフォーマットタイプ

69

Definition 2.0以降

■結果設定-戻り値定義ファイルパス

戻り値定義ファイルを使用して戻り値を変更する場合に設定します。ファイルパスは実行サー
バ上の絶対パスを指定してください

ジョブ制御コマンドのオプション--exitcodemappingに渡す引数に相当します。

▪ キー

jbs_execmap_path

▪ バリュー

• 文字制限

タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点をしています。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」
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• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-実行開始点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー
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• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• 互換性

Definition 2.0以降

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

• 互換性

Definition 2.0以降

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」 予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のジョブの実行実績を予想実行時間とします。

• 互換性

Definition 2.0以降

■予想実行時間-時間
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指定方法で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設定範囲が
異なります。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

• 互換性

Definition 2.0以降

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindows イベントロ
グに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" -警告メッセージを出力しません

• 互換性

Definition 2.0以降

■終了予定時刻超過時

超過警告ONの場合に、予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない時の動作を設定します。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」
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"skip" - 「スキップ」

• 互換性

Definition 2.0以降

3.1.20. UCXSingleジョブ

種別に「UCXSJOB」(UCXSingleジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■動作設定名

Universal Connect/X の動作設定アプレットで設定されているJOBID を指定します。本設定項
目は必須の設定項目です。

▪ キー

action_conf

▪ バリュー

• 文字制限

半角英数字で、最大512 文字以内で指定してください。

■UCXサーバ名（またはIPアドレス）

Universal Connect/X のサーバ名、もしくは、IPアドレスを指定します。本設定項目は必須の設
定項目です。

▪ キー

ucx_server

▪ バリュー

• 文字制限

半角英数字で、最大255 文字以内で指定してください。

■データファイル名

実際に印刷するデータファイル名を設定します

▪ キー

df_name

▪ バリュー

• 文字制限

ファイル名を絶対パス表記、512 文字以内で指定します。

■データファイル詳細-エンコーディング自動判別-する/しない

データファイルのエンコーディングの動作を指定します。

▪ キー

df_auto_enc
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▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■データファイル詳細-エンコーディング自動判別-エンコーディング名

自動判別がoffの場合に、CSV データファイルあるいはXML データファイルをエンコードする
場合のエンコーディング名を指定します。

▪ キー

df_enc_name

▪ バリュー

• 文字制限

半角英数字で、最大512 文字以内で指定します。

■データファイル詳細-データファイル種別

データファイルがUTF-8 フォーマットであるかどうかを指定します。デフォルトは、UTF8以外
の種別です。

▪ キー

df_type

▪ バリュー

• 設定範囲

"utf8" - utf8

"rest" - utf8以外

■データファイル詳細-処理後のデータファイルの扱い

UCXSingleの処理後に、UCXSingleジョブを実行するJobCenter上のデータファイルを削除する
かどうかを指定します。

▪ キー

df_post

▪ バリュー

• 設定範囲

"nondel" - 処理後、データファイルを削除しません。

"del" - 処理後、データファイルを削除します。

"cond" - 処理が異常終了した場合にデータファイルを削除しません。

■結果-UCXサーバの処理結果を待つ

UCXSingle ジョブがUCX サーバの処理の結果を待ち合わせて終了するかを設定します。
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▪ キー

wait_ucx

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■結果-情報の取得-処理ページ数

1JOB 間の印刷ページ数を取得します。

▪ キー

num_page

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■結果-情報の取得-文書管理番号

Report Director Enterprise にスプールする際の文書管理番号を取得します。

▪ キー

doc_ctrl_num

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■結果-出力ファイルをUCXクライアントにダウンロード-する/しない

出力ファイルをUCX クライアントにダウンロードするかを設定します。

▪ キー

ofile_download

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■結果-出力ファイルをUCXクライアントにダウンロード-出力ファイル名

UCX クライアントにダウンロードする出力ファイル名を設定します。
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▪ キー

ofile_name

▪ バリュー

• 文字制限

出力ファイル名を絶対パス表記で512 文字以内で指定します。

■結果-出力ファイルをUCXクライアントにダウンロード-上書き保存

同一の出力ファイル名が存在する場合、上書き保存するかどうかを設定します。

▪ キー

ofile_overwrite

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■結果-出力ファイルをUCXクライアントにダウンロード-ファイル圧縮

出力ファイルをUniversal Connect/X サーバからUCXSingle 実行環境に転送する際に、ファイ
ルを圧縮するかどうか設定します。

▪ キー

ofile_compress

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。
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▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■クリティカルポイント警告-実行開始点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻を指定します。

▪ キー

critpt_timeE
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▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近の単位ジョブの実行実績を予想実行時間とします。

■予想実行時間-時間

指定方法で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設定範囲が
異なります。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲
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0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindowsイベントロ
グに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" -警告メッセージを出力しません

■終了予定時刻超過時

超過警告ONの場合に、予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない時の動作を設定します。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」

■事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの開始
後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」



jnwフォーマットタイプ

80

"off" - 「オフ」

3.1.21. ERPジョブ

種別に「ERPJOB」(ERPジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■スクリプト

スクリプトを記述します。

▪ キー

script

▪ バリュー

• 文字制限

改行、(")ダブルクォート、(\)円マーク(バックスラッシュ)を直接記述することはできませ
ん。これらを記述する際には下記のエスケープシーケンスを使用します。

• エスケープシーケンス

改行 -> \n

" -> \w

\ -> \b

■ジョブパラメータ-予想実行時間

予想実行時間を指定します。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

■ジョブパラメータ-超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブネットワークが終了しない場合に、統合監視サービスや
Windowsイベントログに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲
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"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません

■ジョブパラメータ-終了予定時刻超過時

超過警告onの場合に、予想実行時間を過ぎてもジョブネットワークが終了しない時の動作を設
定します。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」

■ジョブパラメータ-事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態としておきます。ジョブネットワークの開始後に保留解除操作を
行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"off" - 「オフ」

■ERPパラメータ-ERPジョブ名

SAP ERP システム上のジョブ名を指定します。

▪ キー

erpjobname

▪ バリュー

• 文字制限

名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、特殊文字*しか使用できません。

最大バイト数は32バイトです。

半角英数字(小文字は不可)のみ使用可能です。

■ERPパラメータ-ERP接続先
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destconf.f ファイルに定義した接続先パラメータセット名を設定します。

▪ キー

erpdest

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は20バイトです。

スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■実行ホスト

SAP ERPジョブを実行するホスト名を、ホスト名_SAPシステム名_SAPシステム番号の形式で指
定します。省略した場合、接続対象のSAP ERPシステムの負荷分散機能に依存します。

▪ キー

erptargethost

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は20バイトです。

スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

■ERPジョブの自動リスタート

SAP ERP ジョブの自動スタートの可否を指定します。

▪ キー

erpautostart

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「規定」

"on" - 「ON」

"off" - 「OFF」

■ERPパラメータ-ジョブクラス

SAP ERP ジョブの実行優先度を設定します。

▪ キー

erpjobclass
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▪ バリュー

• 設定範囲

"A" - 「実行優先度を高に設定します」

"B" - 「実行優先度を中に設定します」

"C" - 「実行優先度を低に設定します」

■ERPパラメータ-ジョブログ出力-する/しない

SAP ERP ジョブのジョブログ情報を出力するかどうかを設定します。

▪ キー

erplogswitch

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「する」

"off" - 「しない」

■ERPパラメータ-ジョブログ出力-出力ライン数

SAP ERP ジョブのジョブログのうち、JobCenter に取り込むライン数を指定します。デフォル
ト値は1000 行です。出力ライン数に0を指定した場合は、全てのジョブログをJobCenter に取
り込みます。

▪ キー

erplogcount

▪ バリュー

• 設定範囲

0-99999

■ERPパラメータ-スプール出力-する/しない

SAP ERP ジョブのスプール情報を出力するか設定します。

▪ キー

erpspoolswitch

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「する」

"off" - 「しない」

■ERPパラメータ-スプール出力-出力ライン数
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スプールの出力ライン数を指定します。デフォルト値は、“0”（すべて）です。正数を指定した
場合は、スプールの先頭から指定したライン数だけ出力を行います。負数を設定した場合は、
スプールの末尾から指定したライン数だけ出力を行います。

▪ キー

erpspoolcount

▪ バリュー

• 設定範囲

-99999-99999

■ERPパラメータ-クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■ERPパラメータ-クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

■ERPパラメータ-クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻
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00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■ERPパラメータ-クリティカルポイント警告-実行開始点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

■ERPパラメータ-クリティカルポイント-警告実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■ERPパラメータ-クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」
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"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

3.1.22. BIジョブ

種別に「BIJOB」(BIジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■ジョブパラメータ-予想実行時間

予想実行時間を指定します。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

■ジョブパラメータ-超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindowsイベントロ
グに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません

■ジョブパラメータ-事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態としておきます。ジョブネットワークの開始後に保留解除操作を
行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」
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"off" - 「オフ」

■BIジョブパラメータ-BI接続先名

destconf.f ファイルに定義した接続先パラメータセット名を設定します。

▪ キー

bidest

▪ バリュー

• 文字制限

半角英数字のみ指定可能です。スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字、および
以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,/:;<=>?@[\]^`{|}~

最大バイト数は20バイトです。

■BIジョブパラメータ-論理インフォパッケージID

SAP BI システム上の（"ZPAK_"で始まる）インフォパッケージの技術名称を指定します。

▪ キー

biipkgname

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は30バイトです。

半角英数字のみ指定可能です。 スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字、特殊文
字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(+-)*.,/:;<=>?@[\]^`{|}~

■BIジョブパラメータ-BIジョブ名

SAP BI システム上でのバックグラウンドジョブ名を指定します。

▪ キー

bijobname

▪ バリュー

• 文字制限

1. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、特殊文字*しか使用できません。

2. 最大バイト数は32バイトです。

3. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無
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onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻を指定します。

▪ キー

critpt_timeE
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▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

3.1.23. PCジョブ

種別に「PCJOB」(PCジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■接続先名

destconf.f ファイルに定義した接続先パラメータセット名を設定します。

▪ キー

sapdest

▪ バリュー

• 文字制限

1. 最大バイト数は20バイトです。

2. 半角英数字のみ指定可能です。

3. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■プロセスチェーン名

SAP BI システム上のプロセス・チェーン名を指定します。

▪ キー

pcname

▪ バリュー

• 文字制限

1. 最大バイト数は25バイトです。

2. 半角英数字のみ指定可能です。

3. スペース、タブ、改行、半角カタカナ、全角文字および以下の文字は使用できません。

!"#$%&'(),/:;<=>?@[\]^`{|}~

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。
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▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻を指定します。

▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー
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• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

■予想実行時間

予想実行時間を設定します。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindowsイベントロ
グに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません。

■事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの開始
後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲
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"on" - 「保留」

"off" - 「オフ」

3.1.24. カスタムジョブ

カスタムジョブ部品は、カスタムジョブテンプレートのJDFファイルに設定済みのパラメータを使
用して作成します。ただし、以下の必須パラメータはカスタムジョブテンプレートから変更また
は追加が必要です。

パラメータ 差異

id カスタムジョブテンプレートには存在しません。「3.1.1 IDと種別」 を
参照の上設定してください。

type カスタムジョブテンプレートでは"CUSTOMJOB_TEMPLATE"が設定され
ています。"CUSTOMJOB"に変更してください。

name カスタムジョブテンプレートではテンプレート名が設定されていま
す。「3.1.2 部品共通設定」 を参照の上設定してください。

pre_parts カスタムジョブテンプレートには存在しません。「3.1.2 部品共通設
定」 を参照の上設定してください。

template_name カスタムジョブテンプレートには存在しません。カスタムジョブテンプ
レートの"name"パラメータの値を指定してください。

種別に「CUSTOMJOB」(カスタムジョブ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■アイコン

カスタムジョブ部品の表示アイコンを指定します。

▪ キー

icon

▪ バリュー

• 設定範囲

"Triangle"

"Hexagon"

"Pentagon"

"Diamond"

"Ellipse"

"Wave"

"Star"

"Cloud"

"Cube"

"Cylinder"

• 互換性



jnwフォーマットタイプ

93

Definition 4.0以降

■テンプレート名

使用したカスタムジョブテンプレートの名称を記述します。

▪ キー

template_name

▪ バリュー

カスタムジョブテンプレートのパラメータ"name"に設定されている値を使用してください。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■テンプレートバージョン

使用したカスタムジョブテンプレートのバージョンを記述します。

▪ キー

template_ver

▪ バリュー

カスタムジョブテンプレートに設定されている値を使用してください。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■カスタム変数

カスタムジョブのスクリプト内部に埋め込む変数を記述します

▪ キー

scriptVAR

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。

'<変数名>','<値>','<コメント>'

• カスタムジョブ部品では、<値>のみ変更可能です。<変数名>および<コメント>は、カス
タムジョブテンプレートで設定された値をそのまま使用してください。

• <値>の最大バイト数は256バイトです。

• <値>にはスペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

, = # ' "

▪ 互換性

Definition 4.0以降
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■スクリプト

カスタムジョブのスクリプトを記述します。

▪ キー

script

▪ バリュー

• 文字制限

改行、(")ダブルクォート、(\)円マーク(バックスラッシュ)を直接記述することはできませ
ん。これらを記述する際には下記のエスケープシーケンスを使用します。

• エスケープシーケンス

改行 -> \n

" -> \w

\ -> \b

• スクリプトの最大バイト数は8Kバイトです。

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■投入キュー

ジョブを投入するキューを指定します。

▪ キー

queue

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。マシン名は必ず入れるようにしてください。

<キュー名>@<マシン名>

• キュー名

半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字を数字にすることは
できません。

最大バイト数は15バイトです。

• マシン名

1. 数値のみの名前は使用できません。

2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~
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3. 最大バイト数は63バイトです。

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■キュー内優先度

キュー内でのジョブの優先度を指定できます。値が大きいほど優先されます。

▪ キー

priority

▪ バリュー

• 設定範囲

0-63

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■ジョブ実行ユーザ

ジョブを実行するユーザを指定します。本パラメータを無指定にした場合は、ジョブネット
ワークの所有者が実行するユーザになります。

▪ キー

exec_username

▪ バリュー

• 文字制限

スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % ( ) * , . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■Unixパラメータ(プロセス単位)-ナイス値

Unixのナイス値を設定します。

▪ キー
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niceval

▪ バリュー

• 設定範囲

-127-+127

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■Unixパラメータ(プロセス単位)-CPU時間

利用できるCPU時間を設定します。

▪ キー

pcpu_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-9999 "second"

0-9999 "minute"

0-9999 "hour"

0-9999 "day"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-メモリサイズ

利用できるメモリサイズを設定します。

▪ キー

pmem_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」
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"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-永久ファイルサイズ

利用できる永久ファイルサイズを設定します。

▪ キー

perm_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-データセグメントサイズ

利用できるデータセグメントサイズを設定します。

▪ キー

dseg_max

▪ バリュー

• 設定範囲
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"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-スタックサイズ

利用できるスタックサイズを設定します。

▪ キー

sseg_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-コアファイルサイズ

出力可能なコアファイルサイズを設定します。

▪ キー

core_max

▪ バリュー
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• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■標準出力先

標準出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stdout

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■標準エラー出力先

標準エラー出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stderr

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。
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!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■変数継承

このジョブで指定した環境変数を次のジョブにどのように引き継ぐかを指定します。

▪ キー

exportv

▪ バリュー

• 設定範囲

"n" - 「OFF」

"o" - 「標準出力」

"e" - 「標準エラー出力」

• デフォルト値

n

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on"

"off"

• デフォルト値

off

▪ 互換性

Definition 4.0以降
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■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。critpt_warnがonの場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「start」または「both」
の場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「start」または「both」の場合には本パラメー
タは必須です。

▪ キー
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critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「end」または「both」の
場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「end」または「both」の場合には本パラメータ
は必須です。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー
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• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■スクリプト実行用シェルコマンド

バッチリクエストを実行するシェルを絶対パスで指定します。

▪ キー

shell

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は260バイトです。

以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,;<=>?@[]^`{|}~

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■リスタート

システム再起動時にジョブが自動的に再実行されるかどうかを指定します。

▪ キー

restart

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値
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on

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■終了コード-正常終了コード値

正常終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

normal_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■終了コード-警告終了コード値

警告終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

warn_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

• 設定例

0

0,3

0,3-7,10

• デフォルト値

なし

▪ 互換性

Definition 4.0以降
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■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のカスタムジョブの実行実績を予想実行時間としま
す。

• デフォルト値

res

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■予想実行時間-時間

指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagパラメータをsetにした場合、本パラメータは必須です。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■ジョブステップリスタート

マシンダウン時等にスクリプト内のチェックポイントで最後に通過した箇所からジョブを再実
行するかどうかを設定します。UNIX版のみ有効な機能です。

▪ キー

jsrflag
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▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値

off

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもカスタムジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindows イ
ベントログに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません

• デフォルト値

off

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■終了予定時刻超過時

超過警告onの場合に、予想実行時間を過ぎてもカスタムジョブが終了しない時の動作を設定し
ます。etimewarnパラメータがonの場合に本パラメータは必須です。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「既定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」
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• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

▪ 互換性

Definition 4.0以降

■事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの開始
後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」

"off" - 「オフ」

• デフォルト値

off

▪ 互換性

Definition 4.0以降
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3.2. jnwファイルのサンプル
以下にjnwファイルのサンプルを掲載します

#これはjnwタイプのJDFサンプルです
version="1.0"
type="jnw"
%%%
type="JNW"
id="1"
sched=""
estop="def"
expflag="cal"
exptime="0 second"
comment=""
etimewarn="off"
queue=""
run_limit=""
run_limit_wait="wait"
overtime="def"
erpautostart="def"
simula="off"
initflag="off"
critpt_timeS="00:00"
critpt_timeE="00:00"
critpt_at="start"
critpt_warn="off"
critpt_actionS="off"
critpt_actionE="off"
sendmail="off"
mailto=""
mailcc=""
mailfrom=""
mailsubject=""
mailmsg=""
mailsmtpserver=""
basetime="00:00"
name="jnw2"
group=".test"
---
type="PARAB"
id="2"
branch_num="2"
pre_parts="1"
---
type="WFILE"
id="3"
dir_name="/test"
target_name="test"
pass_cond="e"
expflag="res"
exptime="0 second"
external="off"
envvar=""
match_cond="match"
branch_id="1"
pre_parts="2"
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---
type="DIA"
id="4"
message="Waiting for reply ..."
expflag="res"
exptime="0 second"
name="DIA1"
branch_id="2"
pre_parts="2"
---
type="JNW"
id="5"
sched=""
estop="def"
expflag="cal"
exptime="0 second"
comment=""
etimewarn="off"
queue=""
run_limit=""
run_limit_wait="wait"
overtime="def"
erpautostart="def"
simula="off"
initflag="off"
critpt_timeS="00:00"
critpt_timeE="00:00"
critpt_at="start"
critpt_warn="off"
critpt_actionS="off"
critpt_actionE="off"
sendmail="off"
mailto=""
mailcc=""
mailfrom=""
mailsubject=""
mailmsg=""
mailsmtpserver=""
basetime="00:00"
name="jnw1"
group=".test"
---
type="UJOB"
id="6"
priority=""
core_max="no"
dseg_max="no"
perm_max="no"
pmem_max="no"
sseg_max="no"
pcpu_max="no"
niceval=""
shell=""
stdout=""
stderr=""
restart="on"
queue=""
expflag="res"
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exptime="0 second"
jsrflag="off"
normal_code="0"
warn_code=""
etimewarn="off"
inithold="off"
exportv="n"
overtime="def"
critpt_timeS="00:00"
critpt_timeE="00:00"
critpt_at="start"
critpt_warn="off"
critpt_actionS="off"
critpt_actionE="off"
exec_username=""
name="JOB1"
pre_parts="5"
---
type="SJNW"
id="7"
name="jnw2"
pre_parts="6"
---
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第4章 schedフォーマットタイプ
本章ではJDFフォーマットのschedフォーマットタイプについて説明します。
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4.1. schedフォーマットタイプについて
schedフォーマットタイプは、スケジュール定義を作成するためのフォーマットです。ヘッダセク
ションのtypeパラメータには"sched"を指定します。schedフォーマットは以下のようにスケ
ジュールひとつに対して複数のルールを関連付ける形で作成します。

ルールを二つ持つスケジュールの作成例

type="SCHED"
id="1"
name="test"
group=""
enable="on"
comment=""
---
type="RULE"
id="2"
relation="1"
rule_type="special"
regist="1"
year="2011"
month="10"
day="28"
s_hour="05"
s_min="00"
---
type="RULE"
id="3"
relation="1"
rule_type="weekly"
regist="1"
week="5"
pause="NONE"
relative="0"
s_hour="00"
s_min="00"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="28"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"

スケジュールにはrelationパラメータでルールを関連づけます。ルールはスケジュールに対して複
数関連づけることができます。ルールオブジェクトに記載が必須なパラメータはルールタイプ
(rule_typeパラメータ)によって異なります。詳細は後述するrule_typeパラメータを参照してく
ださい。

ルールの優先順位は記載順序どおりとなります。詳細は後述するrelationパラメータの説明を参照
してください。その他、ルールやスケジュールのオブジェクト内のパラメータの記載順序は動作
には影響ありません。

パラメータは必須となっているもの以外は省略が可能です。省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。また、パラメータのバリューを空("")にした
場合も省略されたと解釈されて、デフォルト値が適用されます。

以下に説明する各部品パラメータの定義条件は下記表の通りです。
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定義条件 説明
フォーマット 指定された入力形式に従って定義してください。
設定範囲 範囲内のパラメータを選択して定義してください。
文字制限 この文字列を定義することはできません。

互換性

パラメータがサポートされたJPFバージョンが記載しています。例とし
て「Definition 2.0以降」となっている場合はそのパラメータは
「Definition 2.0」以降のバージョンのJPFで使用可能です。互換性の記
載がないものは「Definition 1.0」からサポートされています。

4.1.1. 共通設定
ひとつのオブジェクトに必ず設定するパラメータは次の通りです。

■ID

ファイル内で一意なIDを指定します。本パラメータは全オブジェクトで必須です。

▪ キー

id

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

■種別

スケジュールかルールを表す種別を指定します。本パラメータは全オブジェクトで必須です。

▪ キー

type

▪ バリュー

項目名 説明
SCHED スケジュール
RULE ルール

4.1.2. スケジュール設定
種別に「SCHED」(スケジュール)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■名前

スケジュールの名前を設定します。本パラメータはスケジュールに必須です。

▪ キー

name

▪ バリュー

• 文字制限

• 最大バイト数は128バイトです。
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• 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

• スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

■適用カレンダ

適用する稼働日カレンダの名前を指定します。

▪ キー

apply_cal

▪ バリュー

• 文字制限

• 最大バイト数は128バイトです。

• 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

• スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

■所属グループ

所属するスケジュールグループを指定します。

▪ キー

group

▪ バリュー

• フォーマット

グループ階層の区切り文字は「.」となります。グループ階層は最大で五階層まで指定可能
です。

(例).group01.group02.group03

• 文字制限

• 最大バイト数は40バイトです。

• 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

• タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• 互換性

Definition 2.0以降

■有効/無効
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スケジュールの有効/無効を指定します。

▪ キー

enable

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 有効

"off" - 無効

• 互換性

Definition 2.0以降

■コメント

スケジュールのコメントを指定します。

▪ キー

comment

▪ バリュー

• 文字制限

• 最大バイト数は256バイトです。

• タブ、改行および以下の文字は使用できません。

" # $ & ' ( ) ; < = > \ [ ] ^ ` { | }

• 互換性

Definition 2.0以降

4.1.3. ルール設定

種別に「RULE」(ルール)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■関連ID

種別がルールの場合、関係付けるスケジュールのIDを指定します。本パラメータは全ルールに
必須です。

関連IDが同じルール同士では、記載順序が上のルールの方が先に適用されます。適用順序を変
えたい場合はルールの記載場所を入れ替えて調整してください。

▪ キー

relation

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999
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■登録/除外

スケジュールルールの登録または除外を設定します。本パラメータは全ルールに必須です。

登録：指定したルールの日時をジョブ実行予定日としてスケジュールに追加することを意味し
ます。

除外：指定したルールの日時をジョブ実行しない日としてスケジュールから削除することを意
味します。

▪ キー

regist

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 「登録」

0 - 「除外」

■ルール種別

ルールの種別を設定します。本パラメータは全ルールに必須です。

▪ キー

rule_type

▪ バリュー

• 種別

毎日 - 毎日実行するルールです。

毎週 - 毎週実行するルールです。

毎月(日付) - 毎月、日付指定で実行するルールです。

毎月(曜日) - 毎月、曜日指定で実行するルールです。

毎年(日付) - 毎年、日付指定で実行するルールです。

毎年(曜日) - 毎年、曜日指定で実行するルールです。

特定日 - 指定した日付に実行するルールです。

特殊 - 月初週末に実行するルールです。

指定日間隔 - 指定日の周期で実行するルールです。

• 設定範囲

"daily" - 「毎日」

"weekly" - 「毎週」

"monthly" - 「毎月(日付)」

"thmonthly" - 「毎月(曜日)」

"yearly" - 「毎年(日付)」
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"thyearly" - 「毎年(曜日)」

"special " - 「特定日」

"extra" - 「特殊」

"xday" - 「指定日間隔」

• タイプ毎の必須/任意パラメータ

ルールタイプ 必須パラメータ 任意パラメータ

daily s_hour, s_min, start_year, start_month,
start_day, end_year, end_month, end_day

period, e_hour,
e_min

weekly
week, s_hour, s_min, pause, relative, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

period, e_hour,
e_min

monthly
day, s_hour, s_min, pause, relative, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

period, e_hour,
e_min

thmonthly
ordinal, week, s_hour, s_min, pause, relative,
start_year, start_month, start_day, end_year,
end_month, end_day

period, e_hour,
e_min

yearly
month, day, s_hour, s_min, pause, relative,
start_year, start_month, start_day, end_year,
end_month, end_day

period, e_hour,
e_min

thyearly
month, ordinal, week, s_hour, s_min, pause,
relative, start_year, start_month, start_day,
end_year, end_month, end_day

period, e_hour,
e_min

special year, month, day, s_hour, s_min period, e_hour,
e_min

extra
s_hour, s_min, relative, extra, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

period, e_hour,
e_min

xday
s_hour, s_min, day_cycle, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

■日付-年

年を指定します。

▪ キー

year

▪ バリュー

• 設定範囲

1997-2037

■日付-月

月を指定します。

▪ キー
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month

▪ バリュー

• 設定範囲

1-12

■日付-日

日を指定します。毎月(日付) ルールと、毎年(日付)ルールの場合は月末を指定する"LAST"が有
効です。

▪ キー

day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31

"LAST" - (monthlyとyearlyのみ)

■曜日-序数

第n(1,2,3,4,5,最後)週かを指定します。

▪ キー

ordinal

▪ バリュー

• 設定範囲

1-5

"LAST"

■曜日-曜日

曜日を指定します。

▪ キー

week

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 日曜日

1 - 月曜日

2 - 火曜日

3 - 水曜日

4 - 木曜日
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5 - 金曜日

6 - 土曜日

■時刻-開始時刻-時

開始時間を指定します

▪ キー

s_hour

▪ バリュー

• 設定範囲

0-35

■時刻-開始時刻-分

開始分を指定します

▪ キー

s_min

▪ バリュー

• 設定範囲

0-59

■時刻-周期

実行する周期を指定します。

▪ キー

period

▪ バリュー

• 設定範囲

1-1440 -「分」

■時刻-終了時刻-時

終了時間を指定します。periodパラメータを指定した場合、必須パラメータになります。

▪ キー

e_hour

▪ バリュー

• 設定範囲

0-35

■時刻-終了時刻-分

終了分を指定します。periodパラメータを指定した場合、必須パラメータになります。
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▪ キー

e_min

▪ バリュー

• 設定範囲

0-59

■休止日

指定された実行日が稼働日カレンダで定義されている休止日にあたる場合に、実行予定日を自
動的にシフトするかどうかを指定します。

▪ キー

pause

▪ バリュー

• 設定範囲

"BEFORE" - 「前シフト」

"AFTER" - 「後シフト」

"NONE" - 「対象外」

■相対

もとの日から稼働日だけを数えて指定日数分ずらした日を指定します。もとの日から未来方向
にずらすには＋(プラス)、過去方向にずらすには－(マイナス)の日数を指定します。

▪ キー

relative

▪ バリュー

• 設定範囲

-31 - 31

■周期(日)

指定日間隔の「周期」を設定します。

▪ キー

day_cycle

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 365

• 互換性

Definition 3.0以降
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■特殊

「特殊ルール」を指定した場合、月初週末を選択する必要があります。

▪ キー

extra

▪ バリュー

• 設定範囲

"firstwe"

■適用期間-開始日-年

適用開始「年」を指定します。

▪ キー

start_year

▪ バリュー

• 設定範囲

1997-2037

■適用期間-開始日-月

適用開始「月」を指定します。

▪ キー

start_month

▪ バリュー

• 設定範囲

1-12

■適用期間-開始日-日

適用開始「日」を指定します。

▪ キー

start_day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31

■適用期間-終了日-年

適用終了「年」を指定します。

▪ キー

end_year



schedフォーマットタイプ

122

▪ バリュー

• 設定範囲

1997-2037

■適用期間-終了日-月

適用終了「月」を指定します。

▪ キー

end_month

▪ バリュー

• 設定範囲

1-12

■適用期間-終了日-日

適用終了「日」を指定します。

▪ キー

end_day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31
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4.2. JDFファイル(schedタイプ)のサンプル
以下にJDFファイル(schedタイプ)のサンプルを掲載します

#これはJDFファイル(schedタイプ)のJDFファイルサンプルです
version="1.0"
type="sched"
%%%
type="SCHED"
id="1"
name="sched01"
---
type="RULE"
rule_type="daily"
regist="1"
s_hour="23"
s_min="00"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="18"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"
relation="1"
id="2"
---
type="RULE"
rule_type="weekly"
regist="0"
week="0"
pause="NONE"
relative="0"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="18"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"
relation="1"
id="3"
---
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第5章 wkcalフォーマットタイプ
本章ではJDFフォーマットのwkcalフォーマットタイプについて説明します。



wkcalフォーマットタイプ

125

5.1. wkcalフォーマットタイプについて
wkcalフォーマットタイプは、稼働日カレンダ定義を作成するためのフォーマットです。ヘッダセ
クションのtypeパラメータには"wkcal"を指定します。wkcalフォーマットは以下のようにカレン
ダひとつに対して複数のルールを関連付ける形で作成します。

ルールを二つ持つカレンダの作成例

type="WKCAL"
id="1"
name="test"
---
type="RULE"
rule_type="special"
regist="1"
year="2011"
month="10"
day="28"
relation="1"
id="2"
---
type="RULE"
rule_type="thyearly"
regist="1"
month="10"
ordinal="1"
week="1"
pause="NONE"
relative="0"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="28"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"
relation="1"
id="3"

カレンダにはrelationパラメータでルールを関連づけます。ルールはカレンダに対して複数関連づ
けることができます。ルールオブジェクトに記載が必須なパラメータはルールタイプ(rule_type
パラメータ)によって異なります。詳細は後述するrule_typeパラメータを参照してください。

ルールの優先順位は記載順序どおりとなります。詳細は後述するrelationパラメータの説明を参照
してください。その他、ルールやカレンダのオブジェクト内のパラメータの記載順序は動作には
影響ありません。

パラメータは必須となっているもの以外は省略が可能です。省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。また、パラメータのバリューを空("")にした
場合も省略されたと解釈されて、デフォルト値が適用されます。

以下に説明する各部品パラメータの定義条件は下記表の通りです。

定義条件 説明
フォーマット 指定された入力形式に従って定義してください。
設定範囲 範囲内のパラメータを選択して定義してください。
文字制限 この文字列を定義することはできません。

互換性 パラメータがサポートされたJPFバージョンが記載しています。例とし
て「Definition 2.0以降」となっている場合はそのパラメータは
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定義条件 説明
「Definition 2.0」以降のバージョンのJPFで使用可能です。互換性の記
載がないものは「Definition 1.0」からサポートされています。

5.1.1. 共通設定
ひとつのオブジェクトに必ず設定するパラメータは次の通りです。

■ID

ファイル内で一意なIDを指定します。本パラメータは全オブジェクトに必須です。

▪ キー

id

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

■種別

カレンダかルールを表す種別を指定します。本パラメータは全オブジェクトに必須です。

▪ キー

type

▪ バリュー

項目名 説明
WKCAL 稼働日カレンダ
RULE ルール

5.1.2. 稼働日カレンダ設定
種別に「WKCAL」(稼働日カレンダ)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■基本-名前

カレンダの名前を設定します。本パラメータはカレンダに必須です。

▪ キー

name

▪ バリュー

• 文字制限

1. 最大バイト数は128バイトです。

2. 名前の最初の文字はアルファベット、アンダーライン、2バイト文字しか使用できませ
ん。

3. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~
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5.1.3. ルール設定
種別に「RULE」(ルール)を選択した時に設定できるパラメータは次の通りです。

■基本-関連ID

種別がルールの場合、関係付ける稼動日カレンダのIDを指定します。本パラメータは全ルール
に必須です。

関連IDが同じルール同士では、記載順序が上のルールの方が先に適用されます。適用順序を変
えたい場合はルールの記載場所を入れ替えて調整してください。

▪ キー

relation

▪ バリュー

• 設定範囲

0-999999

■登録/除外

カレンダルールの登録または除外を設定します。本パラメータは全ルールに必須です。

登録：指定したルールの日時をジョブ稼働日としてカレンダに追加することを意味します。

除外：指定したルールの日時を非稼働日としてカレンダから削除することを意味します。

▪ キー

regist

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 「登録」

0 - 「除外」

■ルール種別

ルールの種別を設定します。本パラメータは全ルールに必須です。

▪ キー

rule_type

▪ バリュー

• 種別

毎日 - 毎日実行するルールです。

毎週 - 毎週実行するルールです。

毎月(日付) - 毎月、日付指定で実行するルールです。

毎月(曜日) - 毎月、曜日指定で実行するルールです。

毎年(日付) - 毎年、日付指定で実行するルールです。
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毎年(曜日) - 毎年、曜日指定で実行するルールです。

特定日 - 指定した日付に実行するルールです。

特殊 - 月初週末に実行するルールです。

• 設定範囲

"daily" - 「毎日」

"weekly" - 「毎週」

"monthly" - 「毎月(日付)」

"thmonthly" - 「毎月(曜日)」

"yearly" - 「毎年(日付)」

"thyearly" - 「毎年(曜日)」

"special " - 「特定日」

"extra" - 「特殊」

• タイプ毎の必須/任意パラメータ

ルールタイプ 必須パラメータ 任意パラメータ

daily start_year, start_month, start_day, end_year,
end_month, end_day

weekly week, pause, relative, start_year, start_month,
start_day, end_year, end_month, end_day

monthly day, pause, relative, start_year, start_month,
start_day, end_year, end_month, end_day

thmonthly
ordinal, week, pause, relative, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

yearly
month, day, pause, relative, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

thyearly
month, ordinal, week, pause, relative, start_year,
start_month, start_day, end_year, end_month,
end_day

special year, month, day

extra relative, extra, start_year, start_month,
start_day, end_year, end_month, end_day

■日付-年

年を指定します。

▪ キー

year

▪ バリュー

• 設定範囲
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1997-2037

■日付-月

月を指定します。

▪ キー

month

▪ バリュー

• 設定範囲

1-12

■日付-日

日を指定します。毎月(日付) ルールと、毎年(日付)ルールの場合は月末を指定する"LAST"が有
効です。

▪ キー

day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31

"LAST" - (monthlyとyearlyのみ)

■曜日-序数

第n(1,2,3,4,5,最後)週かを指定します。

▪ キー

ordinal

▪ バリュー

• 設定範囲

1-5

"LAST"

■曜日-曜日

曜日を指定します。

▪ キー

week

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 日曜日
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1 - 月曜日

2 - 火曜日

3 - 水曜日

4 - 木曜日

5 - 金曜日

6 - 土曜日

■休止日

指定された実行日が稼働日カレンダで定義されている休止日にあたる場合に、実行予定日を自
動的にシフトするかどうかを指定します。

▪ キー

pause

▪ バリュー

• 設定範囲

"BEFORE" - 「前シフト」

"AFTER" - 「後シフト」

"NONE" - 「対象外」

■相対

もとの日から稼働日だけを数えて指定日数分ずらした日を指定します。もとの日から未来方向
にずらすには＋(プラス)、過去方向にずらすには－(マイナス)の日数を指定します。

▪ キー

relative

▪ バリュー

• 設定範囲

-31 - 31

■特殊

「特殊ルール」を指定した場合、月初週末を選択する必要があります。

▪ キー

extra

▪ バリュー

• 設定範囲

"firstwe"

■適用期間-開始日-年
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適用開始「年」を指定します。

▪ キー

start_year

▪ バリュー

• 設定範囲

1997-2037

■適用期間-開始日-月

適用開始「月」を指定します。

▪ キー

start_month

▪ バリュー

• 設定範囲

1-12

■適用期間-開始日-日

適用開始「日」を指定します。

▪ キー

start_day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31

■適用期間-終了日-年

適用終了「年」を指定します。

▪ キー

end_year

▪ バリュー

• 設定範囲

1997-2037

■適用期間-終了日-月

適用終了「月」を指定します。

▪ キー

end_month

▪ バリュー
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• 設定範囲

1-12

■適用期間-終了日-日

適用終了「日」を指定します。

▪ キー

end_day

▪ バリュー

• 設定範囲

1-31

5.1.4. タイムゾーン設定

種別に「WKCAL」(カレンダ)を選択した場合、カレンダに対してタイムゾーンを設定することが
できます。タイムゾーンとして設定できるパラメータは次の通りです。

■タイムゾーン設定-設定

カレンダへのタイムゾーン設定機能を有効/無効にします。

▪ キー

timezone_enable

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 有効

0 - 無効

• 互換性

Definition 2.0以降

■タイムゾーン設定-GMTからのオフセット-時

GMTからのオフセット(時単位)を指定します。timezone_enableパラメータが1の場合は必須で
す。

▪ キー

timezone_offset_hour

▪ バリュー

• 設定範囲

-12 - 12

• 互換性

Definition 2.0以降
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■タイムゾーン設定-GMTからのオフセット-分

GMTからのオフセット(分単位)を指定します。timezone_enableパラメータが1の場合は必須で
す。

▪ キー

timezone_offset_min

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 59

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-設定

カレンダに夏時間を設定します。timezone_enableパラメータが1の場合は必須です。

▪ キー

summer_enable

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 設定する

0 - 設定しない

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-開始日-月

夏時間開始月を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_start_month

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 12

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-開始日-序数

夏時間開始週を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー
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summer_start_thweek

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 第一週

2 - 第二週

3 - 第三週

4 - 第四週

LAST - 最終週

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-開始日-曜日

夏時間開始曜日を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_start_week

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 日曜日

1 - 月曜日

2 - 火曜日

3 - 水曜日

4 - 木曜日

5 - 金曜日

6 - 土曜日

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-開始日-時

夏時間開始時間を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_start_hour

▪ バリュー

• 設定範囲
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0 - 23

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-開始日-分

夏時間開始分を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_start_min

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 59

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-終了日-月

夏時間終了月を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_end_month

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 12

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-終了日-序数

夏時間終了週を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_end_thweek

▪ バリュー

• 設定範囲

1 - 第一週

2 - 第二週

3 - 第三週

4 - 第四週
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LAST - 最終週

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-終了日-曜日

夏時間終了曜日を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_end_week

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 日曜日

1 - 月曜日

2 - 火曜日

3 - 水曜日

4 - 木曜日

5 - 金曜日

6 - 土曜日

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-終了日-時

夏時間終了時間を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_end_hour

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 23

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-終了日-分

夏時間終了分を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必須です。

▪ キー

summer_end_min
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▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 59

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-オフセット-時

夏時間期間中にオフセット値(時単位)を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必
須です。

夏時間期間中は「夏時間オフセット」で指定した時間分、時刻の調整が行われます。

▪ キー

summer_offset_hour

▪ バリュー

• 設定範囲

-12 - 12

• 互換性

Definition 2.0以降

■夏時間-オフセット-分

夏時間期間中にオフセット値(分単位)を設定します。summer_enableパラメータが1の場合に必
須です。

夏時間期間中は「夏時間オフセット」で指定した時間分、時刻の調整が行われます。

▪ キー

summer_offset_min

▪ バリュー

• 設定範囲

0 - 59

• 互換性

Definition 2.0以降
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5.2. JDF(wkcalタイプ)ファイルのサンプル
以下にJDF(wkcalタイプ)ファイルのサンプルを掲載します

#これはJDF(wkcalタイプ)ファイルのサンプルです
version="1.0"
type="wkcal"
%%%
type="WKCAL"
id="1"
name="cal01"
---
type="RULE"
rule_type="daily"
regist="1"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="18"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"
relation="1"
id="2"
---
type="RULE"
rule_type="weekly"
regist="0"
week="6"
pause="NONE"
relative="0"
start_year="2011"
start_month="10"
start_day="18"
end_year="2012"
end_month="12"
end_day="31"
relation="1"
id="3"
---
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第6章 customjob_templateフォーマットタイプ
本章ではJDFフォーマットのcustomjob_templateフォーマットタイプについて説明します。
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6.1. customjob_templateフォーマットタイプについて
customjob_templateフォーマットタイプは、カスタムジョブテンプレート定義を作成するための
フォーマットです。ヘッダセクションのtypeパラメータには"customjob_template"を指定しま
す。カスタムジョブテンプレートフォーマットは以下のように独立した一つの定義として作成し
ます。

customjob_templateフォーマットタイプはDefinition 4.0以降で利用可能です。

カスタムジョブテンプレートの記述例

type="CUSTOMJOB_TEMPLATE"
priority=""
core_max="no"
dseg_max="no"
perm_max="no"
pmem_max="no"
sseg_max="no"
pcpu_max="no"
niceval=""
shell=""
stdout=""
stderr=""
restart="on"
queue=""
expflag="res"
exptime="0 second"
jsrflag="off"
normal_code="0"
warn_code=""
etimewarn="off"
inithold="off"
exportv="n"
overtime="def"
critpt_timeS="00:00"
critpt_timeE="00:00"
critpt_at="start"
critpt_warn="off"
critpt_actionS="off"
critpt_actionE="off"
exec_username=""
icon="Star"
scriptVAR="'interval','10','スリープ時間'"
template_ver="1346840771"
script="sleep <<interval>>"
name="sleep"

パラメータが必須と記載されているものは必ず指定する必要があります。またパラメータによっ
ては他のパラメータの設定によって必須かどうかが変わるものもありますが、詳細は各パラメー
タの設定を確認してください。

パラメータは必須となっているもの以外は省略が可能です。省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。また、パラメータのバリューを空("")にした
場合も省略されたと解釈されて、デフォルト値が適用されます。
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テキスト定義機能ではCL/Winから設定可能な部品のデフォルトパラメータの設定の影
響は受けません。省略可能な部品のパラメータが省略された場合は、システムであら
かじめ定義されているデフォルト値と解釈されます。

以下に説明する各部品パラメータの定義条件は下記表の通りです。

定義条件 説明
フォーマット 指定された入力形式に従って定義してください。
設定範囲 範囲内のパラメータを選択して定義してください。
文字制限 この制限に当てはまる文字、文字列を指定できません。

デフォルト値

省略可能なパラメータのデフォルト値です。「なし」になっているもの
はJobCenterとして指定しなくても動作可能なものか、空欄として指定
されて意味あるものになります。必須なパラメータにはデフォルト値は
ありません。

互換性

パラメータがサポートされたJPFバージョンが記載しています。例とし
て「Definition 2.0以降」となっている場合はそのパラメータは
「Definition 2.0」以降のバージョンのJPFで使用可能です。互換性の記
載がないものは「Definition 1.0」からサポートされています。

6.1.1. カスタムジョブテンプレート設定
カスタムジョブテンプレートに設定できるパラメータは次の通りです。

■アイコン

カスタムジョブ部品の表示アイコンを指定します。本設定は必須項目です。

▪ キー

icon

▪ バリュー

• 設定範囲

"Triangle"

"Hexagon"

"Pentagon"

"Diamond"

"Ellipse"

"Wave"

"Star"

"Cloud"

"Cube"

"Cylinder"

■テンプレート名

カスタムジョブテンプレートの名称を記述します。本設定は必須項目です。
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▪ キー

name

▪ バリュー

• 文字制限

半角英数字のみ指定可能です。

最大バイト数は20バイトです。

■テンプレートバージョン

使用したカスタムジョブテンプレートのバージョンを記述します。

▪ キー

template_ver

▪ バリュー

サーバ側で更新時に自動的に設定します。

■カスタム変数

カスタムジョブのスクリプト内部に埋め込む変数を記述します。本設定は複数設定可能です。

▪ キー

scriptVAR

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。

'<変数名>','<値>','<コメント>'

• 変数名

• <変数名>に空欄を指定する事はできません。

• <変数名>の最大バイト数は51バイトです。

• <変数名>にはスペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

, = # ' "

• 値

• <値>に空欄を設定する言はできません。

• <値>の最大バイト数は256バイトです。

• <値>にはスペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

, = # ' "

• コメント
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• <コメント>の最大バイト数は256バイトです。

• <コメント>にはスペース、タブ、特殊文字および以下の文字は使用できません。

, # ' "

■スクリプト

カスタムジョブのスクリプトを記述します。

▪ キー

script

▪ バリュー

• 文字制限

改行、(")ダブルクォート、(\)円マーク(バックスラッシュ)を直接記述することはできませ
ん。これらを記述する際には下記のエスケープシーケンスを使用します。

• エスケープシーケンス

改行 -> \n

" -> \w

\ -> \b

• スクリプトの最大バイト数は8Kバイトです。

• デフォルト値

なし

■投入キュー

ジョブを投入するキューを指定します。

▪ キー

queue

▪ バリュー

• フォーマット

フォーマットは以下のとおりです。マシン名は必ず入れるようにしてください。

<キュー名>@<マシン名>

• キュー名

半角英数字、アンダーラインのみ指定可能です。また、最初の文字を数字にすることは
できません。

最大バイト数は15バイトです。

• マシン名

1. 数値のみの名前は使用できません。
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2. スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % & ' ( ) * , / : ; < = + > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

3. 最大バイト数は63バイトです。

• デフォルト値

なし

■キュー内優先度

キュー内でのジョブの優先度を指定できます。値が大きいほど優先されます。

▪ キー

priority

▪ バリュー

• 設定範囲

0-63

• デフォルト値

なし

■ジョブ実行ユーザ

ジョブを実行するユーザを指定します。本パラメータを無指定にした場合は、ジョブネット
ワークの所有者が実行するユーザになります。

▪ キー

exec_username

▪ バリュー

• 文字制限

スペース、タブ、改行および以下の文字は使用できません。

! " # $ % ( ) * , . / : ; < = > ? @ [ \ ] ^ ` { | } ~

• デフォルト値

なし

■Unixパラメータ(プロセス単位)-ナイス値

Unixのナイス値を設定します。

▪ キー

niceval

▪ バリュー

• 設定範囲
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-127-+127

• デフォルト値

なし

■Unixパラメータ(プロセス単位)-CPU時間

利用できるCPU時間を設定します。

▪ キー

pcpu_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-9999 "second"

0-9999 "minute"

0-9999 "hour"

0-9999 "day"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-メモリサイズ

利用できるメモリサイズを設定します。

▪ キー

pmem_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no
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■UNIXパラメータ(プロセス単位)-永久ファイルサイズ

利用できる永久ファイルサイズを設定します。

▪ キー

perm_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-データセグメントサイズ

利用できるデータセグメントサイズを設定します。

▪ キー

dseg_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-スタックサイズ

利用できるスタックサイズを設定します。

▪ キー

sseg_max
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▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■UNIXパラメータ(プロセス単位)-コアファイルサイズ

出力可能なコアファイルサイズを設定します。

▪ キー

core_max

▪ バリュー

• 設定範囲

"no" - 「無指定」

"unlimited" - 「無制限」

0-99999999 "byte"

0-99999999 "kb"

0-99999999 "mb"

0-99999999 "gb"

• デフォルト値

no

■標準出力先

標準出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stdout

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。
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!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値

なし

■標準エラー出力先

標準エラー出力の出力先ファイル名です。

▪ キー

stderr

▪ バリュー

• 文字制限

以下の文字は使用できません。

!"#$&'()*,;<>?[]^`{|}~

最大バイト数は112バイトです。

• デフォルト値

なし

■変数継承

このジョブで指定した環境変数を次のジョブにどのように引き継ぐかを指定します。

▪ キー

exportv

▪ バリュー

• 設定範囲

"n" - 「OFF」

"o" - 「標準出力」

"e" - 「標準エラー出力」

• デフォルト値

n

■クリティカルポイント警告-警告動作の有無

onの場合、クリティカルポイント警告機能が有効になります。

▪ キー

critpt_warn

▪ バリュー
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• 設定範囲

"on"

"off"

• デフォルト値

off

■クリティカルポイント警告-検査箇所

検査の実行点を指定します。critpt_warnがonの場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_at

▪ バリュー

• 設定範囲

"start" - 「実行開始点」

"end" - 「実行終了点」

"both" - 「すべて」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「start」または「both」
の場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeS

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行開始点-警告時刻
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警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「start」または「both」の場合には本パラメー
タは必須です。

▪ キー

critpt_actionS

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」

"skip" - 「スキップ」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-警告時刻

検査時刻を24時間制の時刻か、相対時刻で指定します。critpt_atが「end」または「both」の
場合には本パラメータは必須です。

▪ キー

critpt_timeE

▪ バリュー

• フォーマット

①絶対時刻

00:00～23:59

②相対時間

+00:00～+23:59

+000:00～+999:59

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■クリティカルポイント警告-実行終了点-自動操作

警告発生時の動作を指定します。critpt_atが「end」または「both」の場合には本パラメータ
は必須です。

▪ キー

critpt_actionE

▪ バリュー

• 設定範囲

"off" - 「なし」
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"skip" - 「スキップ」

"forcestop" - 「強制停止」

"hold" - 「保留」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■スクリプト実行用シェルコマンド

バッチリクエストを実行するシェルを絶対パスで指定します。

▪ キー

shell

▪ バリュー

• 文字制限

最大バイト数は260バイトです。

以下の文字は使用できません。

!"#$%&'()*,;<=>?@[]^`{|}~

• デフォルト値

なし

■リスタート

システム再起動時にジョブが自動的に再実行されるかどうかを指定します。

▪ キー

restart

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値

on

■終了コード-正常終了コード値

正常終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

normal_code
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▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

• デフォルト値

なし

■終了コード-警告終了コード値

警告終了とみなす終了コードの範囲を指定します。この指定に従い、ジョブの実行結果を判定
します。正常終了コードにも渓谷終了コードにもマッチしない終了コードは異常終了となりま
す。終了コードの指定には複数値(,区切り)や範囲値(-つなぎ)を記述できます。

▪ キー

warn_code

▪ バリュー

• 設定範囲

0-255

• 設定例

0

0,3

0,3-7,10

• デフォルト値

なし

■予想実行時間-指定方法

予想実行時間の指定方法を設定します。

▪ キー

expflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"set" - 「直接指定」予想実行時間を直接指定します。

"res" - 「前回実績」 正常終了した最近のカスタムジョブの実行実績を予想実行時間としま
す。

• デフォルト値

res

■予想実行時間-時間
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指定方法(expflag)で直接指定(set)を選択した場合に、時間を指定します。単位によって値の設
定範囲が異なります。expflagパラメータをsetにした場合、本パラメータは必須です。

▪ キー

exptime

▪ バリュー

• 設定範囲

0-31536000 "second" - 「秒」

0-525600 "minute" - 「分」

0-8760 "hour" -「時間」

0-365 "day" - 「日」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■ジョブステップリスタート

マシンダウン時等にスクリプト内のチェックポイントで最後に通過した箇所からジョブを再実
行するかどうかを設定します。UNIX版のみ有効な機能です。

▪ キー

jsrflag

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「ENABLE」

"off" - 「DISABLE」

• デフォルト値

off

■超過警告

予想実行時間を過ぎてもカスタムジョブが終了しない場合に、統合監視サービスやWindows イ
ベントログに警告メッセージを出力するかどうか設定します。

▪ キー

etimewarn

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 警告メッセージを出力します。

"off" - 警告メッセージを出力しません

• デフォルト値
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off

■終了予定時刻超過時

超過警告onの場合に、予想実行時間を過ぎてもカスタムジョブが終了しない時の動作を設定し
ます。etimewarnパラメータがonの場合に本パラメータは必須です。

▪ キー

overtime

▪ バリュー

• 設定範囲

"def" - 「既定」

"cont" - 「停止しない」

"stop" - 「停止する」

"skip" - 「スキップ」

• デフォルト値

本パラメータは必須時以外は無視されます。

■事前設定

ジョブをあらかじめ保留状態またはスキップ状態としておきます。ジョブネットワークの開始
後に保留解除またはスキップ解除操作を行う必要があります。

▪ キー

inithold

▪ バリュー

• 設定範囲

"on" - 「保留」

"skip" - 「スキップ」

"off" - 「オフ」

• デフォルト値

off
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6.2. customjob_templateファイルのサンプル
以下にcustomjob_templateファイルのサンプルを掲載します

#これはcustomjob_templateタイプのJDFサンプルです
version="1.0"
type="customjob_template"
%%%
type="CUSTOMJOB_TEMPLATE"
priority=""
core_max="no"
dseg_max="no"
perm_max="no"
pmem_max="no"
sseg_max="no"
pcpu_max="no"
niceval=""
shell=""
stdout=""
stderr=""
restart="on"
queue=""
expflag="res"
exptime="0 second"
jsrflag="off"
normal_code="0"
warn_code=""
etimewarn="off"
inithold="off"
exportv="n"
overtime="def"
critpt_timeS="00:00"
critpt_timeE="00:00"
critpt_at="start"
critpt_warn="off"
critpt_actionS="off"
critpt_actionE="off"
exec_username=""
icon="Star"
scriptVAR="'interval','10','スリープ時間'"
template_ver="1346840771"
script="sleep <<interval>>"
name="sleep"
---
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第7章 operationフォーマットタイプ
本章ではJDFフォーマットのoperationフォーマットタイプについて説明します。
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7.1. operationフォーマットタイプについて
operetionフォーマットタイプはサーバにJDFの定義をアップロードするときに、 サーバ上で定義
をどのように操作するのかを指定するフォーマットです。ヘッダセクションのtypeパラメータに
は"operation"を指定します。

operationフォーマットのボディセクションでは複数のオブジェクトを指定できます。各オブジェ
クトに指定可能はパラメータ3つあり、すべて必須パラメータです。以下にパラメータの詳細を記
載します。

表7.1 operationファイルのパラメータ

パラメータ 意味
name 操作対象の定義の名前
type 操作対象の定義タイプ(JNW、SCHED、WKCALまたは

CUSTOMJOB_TEMPLATE)
operation 対象に対する操作(詳細は後述)

nameパラメータは各種タイプ(JNW/SCHED/WKCAL/CUSTOMJOB_TEMPLATE)毎に一意になって
いる必要があります。(JNWはジョブネットワーク定義、SCHEDはスケジュール定義、WKCALは
カレンダ定義、CUSTOMJOB_TEMPLATEはカスタムジョブテンプレート定義を指します)

operationパラメータには以下の値が設定できます。

表7.2 operationパラメータに設定可能な値

オペレーション名 意味
update アップロード時に定義をJDFで定義した内容に更新します。サー

バに定義が存在しない場合は作成します。
create アップロード時にJDFで定義した内容を新規作成します。すでに

定義が存在する場合は失敗します。
delete アップロード時にサーバ側に存在する定義を削除します。サー

バ上に定義が存在しない場合は失敗します。
ignore アップロード時に本定義に対して何も操作を行いません。確認

のためにダウンロードしたジョブネットワークで更新などの操
作を行いたくない場合に有用です。

■operationファイルに存在しない定義名は操作の対象にならず、サーバへのアップ
ロード時には無視されます。サーバ側での操作が必要な定義の場合は必ず
operationファイルに対応するオブジェクトを作成してください。

■operationファイルに操作対象のオブジェクトを記載しても、実際の定義が存在し
ない場合は、その操作は無視されます。
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7.2. operationファイルのサンプル
以下にオペレーションファイルのサンプルを掲載します

#これはオペレーションタイプのJDFサンプルです
version="1.0"
type="operation"
%%%
name="jnw1"  #ジョブネットワーク(jnw1)を更新する
type="JNW"
operation="update"
---
name="sched1" #スケジュール(sched1)を作成する
type="SCHED"
operation="create"
---
name="jnw2"  #ジョブネットワーク(jnw2)を削除する
type="JNW"
operation="delete"
---
name="cal1" #カレンダ(cal1)を無視する
type="WKCAL"
operation="ignore"
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第8章 コマンド
テキスト定義機能に関するコマンドについて説明します。
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8.1. jdh_conv
JDFファイルとJPFファイルの相互変換

■Unix版

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_conv [-w $version] [-c] [-o $output] [$JDFFile ...]

/usr/lib/nqs/gui/bin/jdh_conv -x [-o $output] [$JPFFile]

■Windows版

%InstallDirectory%\bin\jdh_conv [-w $version] [-c] [-o $output] [$JDFFile ...]

%InstallDirectory%\bin\jdh_conv -x [-o $output] [$JPFFile]

■機能説明

JDFファイルから定義情報のJPFファイルを生成を行います。-xオプションを指定した場合は
JPFファイルからJDFへの変換を行います。

■オプション

オプション 説明
-w $version 生成するJPFのバージョンを"x.x"の形式で指定します。現在

は"1.0","2.0","3.0","4.0"が指定可能です。省略した場合はjdh_convが対応
している最新のバージョンで生成します。

現行のjdh_convでは互換性のチェックは行っていません。JPF
バージョンに応じて、正しいパラメータを定義する必要があり
ます。

-c JPFファイルの作成は行わず、JDFファイルのチェックのみ行います。
-o $output 出力先を指定します。

本オプションを指定しない場合、「jc_def_<YYYYMMDDhhmmss形式の実
行日時>.jpf」というファイル名で出力します。-xオプション指定時のデ
フォルトの出力先は「jpf_YYYYMMDDHHMMSS」になります。

$JDFFile ... JPFに変換したいJDFファイルを指定します。jnwタイプ、shcedタイ
プ、wkcalタイプ、customjob_templateタイプは全て指定する必要はなく
定義を作成したものだけ指定可能です。また、オペレーションファイルの
みで指定することも可能です。

(例1) $jdh_conv jnw.jdf sched.jdf wkcal.jdf operation.jdf

(例2) $jdh_conv jnw.jdf operation.jdf

(例3) $jdh_conv operation.jdf
-x JPFからJDFへの変換を行います。結果の構成は以下のとおりです。

jpf/
  |-- def/
  |   |-- customjob_template.jdf //customjob_templateタイプのJDF
  |   |-- jnw.jdf                //jnwタイプのJDF
  |   |-- sched.jdf              //schedタイプのJDF
  |   `-- wkcal.jdf              //wkcalタイプのJDF
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オプション 説明
  `-- operation/
       `-- operation.jdf         //operationタイプのJDF

各JDFファイルは、定義がない場合は存在しません。
$JPFFile JDFに変換したいJPFファイルを指定します。

■戻り値

戻り値 内容
0 正常終了です。
1 異常終了です。

■主要メッセージ一覧

メッセージ 内容
JPF file "jc_def_20111028162232.jpf"
conversion successfully.

JDFファイルからJPFファイルの作成に成功し
ました。作成ファイル名
は"jc_def_20111028162232.jpf"です。

Output JDFs to "jpf_20111028162342/
jpf".

JPFファイルからJDFファイルへの変換に成功
しました。出力先は"jpf_20111028162342/
jpf"です。

Convert check successfully. JDFのチェックが成功しました。
ERROR: test.jdf:2: Invalid line format.
"param="

このエラーメッセージは行のJDFフォーマット
が間違っている場合の一般的なメッセージで
す。該当ファイルの行を確認してJDFフォー
マットに従っているか確認してください。上記
は「test.jdfファイルの2行目のフォーマット
が不正です。2行目の内容は"param="で
す。」と言う意味になります。

ERROR: test.jdf: No body section. JDFファイルにボディセクションが存在しませ
ん。JDFファイルには必ずボディセクションが
必要なので指定してください。具体的には「%
%%」セパレータが必要になります。

ERROR: test.jdf:1: No "version" key in
header section.

ヘッダセクションにversionキーが存在しませ
ん。JDFファイルではヘッダセクションに
versionキーは必ず指定してください。

ERROR: test.jdf:1: No "type" key in header
section.

ヘッダセクションにtypeキーが存在しませ
ん。JDFファイルではヘッダセクションにtype
キーは必ず指定してください。

ERROR: test.jdf:4: No "id" key オブジェクトに必須なキーが存在しません。必
須なキーを指定してください。この場合は
「test.jdfファイルの4行目付近のオブジェク
トに必要なidキーが存在しません」という意味
になります。

ERROR: test.jdf:5: Unknown object
type(soso)

未定義のキーが指定されています。この場合は
「soso」という存在しないキーが指定されて
います。

ERROR: test.jdf:4: pre_parts (1) not found
for obj 3

JNWフローの依存関係エラーです。この場合
は「部品のid=3の前部品に指定されている
id=1の部品が存在しません。」という依存関
係エラーになります。
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メッセージ 内容
ERROR: test.jdf:9: Duplicate object id (3) 部品のidが重複しています。この場合は

「test.jdfファイルの9行目でid=9が重複して
います」と言う意味になります。

■不正なJDFファイルから作成したJPFファイルをサーバにアップロードした場合、予
期せぬ不具合が生じる可能性があります。
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8.2. テキスト定義機能を使う上で便利なコマンド
本節ではjdh_convコマンド以外にテキスト定義機能を使う上で便利なコマンドを紹介します。詳
細はJobCenterマニュアルのコマンドリファレンスを参照してください。

コマンド名 概要
jpf_stat JPFファイルの情報を表示します。サーバからダウンロードしたJPFファ

イルはjdh_convで生成したJPFファイルの概要を知りたい場合に有用で
す。R12.8.2からサポートされています。

jdh_upload JPFファイルをサーバにアップロードするコマンドです。R12.9からサ
ポートされています。

jdh_download JPFファイルをサーバからダウンロードするコマンドです。R12.9から
さポートされています。
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第9章 注意事項・制限事項
本章ではテキスト定義機能の注意・制限事項について説明します。
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9.1. 注意事項
■稼動日カレンダはJobCenter管理者のみアップロードすることができます。

一般ユーザでカレンダを含むJPFファイルをアップロードした場合は、カレンダに関する定義は
無視されます。

■カスタムジョブテンプレート定義はJobCenter管理者のみアップロードすることができます。

一般ユーザでカスタムジョブテンプレート定義を含むJPFファイルをアップロードした場合は、
カスタムジョブテンプレートに関する定義は無視されます。

■不正なJDFファイルからjdh_convで作成したJPFファイルをサーバにアップロードした場合、予
期せぬ不具合が生じる可能性があります。
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9.2. 制限事項
■「～」「∥」「－」の文字はテキスト定義機能では利用できません。部品名やパラメータ等に

本文字を使用した場合、アップロードに失敗することがありますので使用しないでください。
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